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また、本書は読んだあとも大切に保管してくださし、。 


「ソフトウエアのご使用条件」は、3ぺージに記 
載されています。添付 CD - ROM を開封する 
前に必ずお読みください。 
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ソフ トウエアのご使用祭件 


—お客様へのお願い 

添付の CD-ROM を開封される前に必ずお読みください。 

このたびは、弊社 Aterm シリーズをおまめいただきありびとうございます。 

本製品に添付の CD - ROM には、弊社び提供する各種ユーティ U ティやドライバ 
ソフトウェアび含まれています。弊社び提供するソフトウェアのお客様によるご 
使用およびお客様へのアフターサービスについては、下記の 「 NEC - NEC アク 
セステクニカび提供するソフトウェアのご使用条件」にご同意いただく必要びご 
ざいます。 

添付の CD - ROM を開封された場合は、ご同意をいただけたわのと致します。 


NEC • NEC アクセステクニカび提供するソフトウ I アのご使用ま件 

曰本電気株式会社 - NEC アクセステクニカ株式会社化ツ下「興社」とします。）は、本使 
用条件ととをに提供するソフトウェア製品（じ(下「許諾プ□グラム」とします。）を曰本国 
内で使用する権利を、下記条項に基づさお客様に許諾し、お客様ち下記条項にご同意いた 
だくをのとします。なお、お客様び期待された効果を得るための許諾プ□グラムの選択、 
許諾プ□グラムの導入、使用および使用効果につさましては、お客様の責任とさせていた 
ださます。 

1. 期間 

(1) 本ソフトウェアの使用条件は、お客様び添付 CD - ROM を開封されたとさに発効 
します。 

(2) お客様は1ケ月じ(上事前に、弊社宛に書面により通知することにより、いつでも本 
使用条件により許諾される許諾プ□グラムの使用権を終了させることびでさます。 

(3) 弊社は、お客様び本使用条件のいずれかの条項に違反されたときは、いつでも許 
諾プ□グラムの使用権を終了させることびでさるをのとします。 

(4) 許諾プ□グラムの使用権は、上記に）または （3) により終了するまで有効に存 
続します。 

(5) 許諾プ□グラムの使用権び終了した場合には、本使用条件に基づくお客様のその他 
の権利わ同時に終了するをのとします。お客様は、許諾プ□グラムの使用権の終了 
後、直ちに許諾プ□グラムおよびそのすベての複製物を破棄するわのとします。 

2. 使用権 

(1) お客様は、許諾プ□グラムを一時に]台のコンピュータにおいてのみインストー 
ルし、 使用することびでさます。ただし、複数のコンピュータ接続ポートを持つ 
Aterm シ U —ズに同数のコンピュータを一時に接続しご使用になるお客様は、そ 
の接続ポート数までを限度としてコンピュータにインストールし、使用することび 
でさます。 

(2) お客様は、前項に定める条件に従い、日本国内においてのみ許諾プ□グラムを使 
用することびでさます。 

3. 許諾プ□グラムの複製、改変、および結合 

(1) お客様は、滅失、毀損などに備える目的でのみ、許諾プ□グラムを一部に限り複 
製することびでさます。 





に）お客様は、許諾プ□グラムのすべての複製物に許諾プ□グラムに付されている著 
作権表示およびその他の権利表示を付するをのとします。 

(3) 本使用条件は、許諾プ□グラムに関する無体財産権をお客様に移転するものでは 
ありません。 


4. 許諾プ□グラムの移乾など 

(1) お客様は、賃貸借、1」ースその他いかなるち法によってを許諾プ□グラムの使用を 
第兰ちに許諾してはな0ません。ただし、第兰ちび本使用条件に従ラこと、ならび 
にお客様び保有する Aterm シリーズ、許諾プ□グラムおよびその他関連資料をす 
ベて引を渡すことを条件に、お客様は、許諾プ□グラムの使用権を当該第兰ちに 
移転することびでさます。 

(2) お客様は、本使用条件で明示されている場合を除を許諾プ□グラムの使用、複製、 
改変、結合またはその他の処分をすることはでさません。 

已.逆コンパイルなど 

(1) お客様は、許諾プ□グラムを U バースエンジニアリング、逆コンパイルまたは逆ア 
センブルすることはでさません。 

6. 保証の制限 

(1) 弊社は、許諾プ□グラムに関していかなる保証ち行いません。許諾プ□グラムに関 
し発生する問題は、お客様の責任および費用負担をわって処理されるわのとしま 
す。 

(2) 前項の規定に関わらず、お客様による本商品のご購入の曰か51年!;■(内に弊社び 
許諾プ□グラムの誤り（バグ）を修正したとさは、弊社は、かかる誤りを修正した 
プ□グラムをしくは修正のためのプ□グラム(じ(下 r 修正プ□グラム」といいます。） 
または、かかる修正に関する情報をお客様に提供するわのとします。ただし、当 
該修正プ□グラムまたは情報をアフターサービスとして提供する;夫定を弊社びそ 
の裁量により行った場合に限ります。お客様に提供された修正プ□グラムは許諾 
プ□グラムと見なします。弊社では、弊社びその裁量により提供を決定した機能 
拡張のためのプ□グラムを提供する場合びあります。このプ□グラムを許諾プロ 
グラムと見なします。 

(3) 許諾プ□グラムの記録媒体に物理的欠随（ただし、許諾プ□グラムの使用に支障 
をさたすをのに限ります。）びあった場合において、お客様び許諾プ□グラムをお 
受け取りになった曰から14曰!^ツ内にかかる日付を記した領収書（をしくはその写 
し）を添えて、おホめになった取扱店に許諾プ□グラムを返却されたとをには弊社 
は当該記憶媒体を無償で交換するちのとし（ただし、弊社び当該欠随を自己の責 
によるをのと認めた場合に限ります。）これをちって記録媒体に関する唯一の保証 
とします。 

7. 責任の制限 

(1) 弊社はいかなる場合ちお客様の逸失利益、特別な事情から生じた損害（損害発生 
につさ弊社び予見し、また予見し得た場合を含みます。）および第兰をからお客様 
に対してなされた損書賠償請ホに基づ<損害について一切責任を負いません。ま 
た弊社び損害賠償責任を負ラ場合には、弊社の損害賠償責任はその法律上の構成 
の如何を問わずお客様び実際にお支払いになった Aterm シ U —ズの代金額ををっ 
てその上限とします。 

8. その他 

(1) お客様は、いかなるち法によってを許諾プ□グラムおよびその複製物を曰本国か 
ら輸出してはなりません。 

(2) 本契約に関わる紛争は、ま京地ち裁判所を第一審の専属的合意管轄裁判所として 
解まするをのとします。 
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切上 






ソフトウェアのご使用を件 


本商品に添付の CD - ROM について 


添付の CD - ROM には下記内容のソフトウエアやファイルが収録されています。詳細は、 
メニュー画面の r 本 CD - ROM について」でご覧ください。 

①無線 USB スティックの無線 LAN のセキュ U ティ設定や状態表示を行う r ヴテライトマネー 
ジャ」 （ Windows 版） 

③無線 USB スティック用のドライバー式 （ Windows 版） 

《 WL 300 NU - AG の対応 0 S は、 P 81 を参照して<ださし、。 


CD - ROM の使い方 


^ パソコンを起動し、添付の CD-ROM (ユーティリティ集）を CD-ROM 
1 ドライブにセットする 

0 表示される画面にしたびってクリックする 


(使用上のごを意） 

-添付の CD - ROM をセットして[自動再生]画面（ディスクに対して行う操作選択画風 
び表示されたら、 [ Menu . exe の実行]をク U ックしてください。 

-添付の CD - ROM をセットしてをメニュー画面び起動しない場合は、 L ツ下の操作を行いま 
す。 

①[スタート] ( Windows の□ゴボタン）一[すべてのプ□グラム]-[アクセヴ U ] - ロァ 
イル名を指定して実行]をク U ックする 

《 Windows 8の場合は、[スタート]画面上でちク U ックして[すべてのアプ U ] を 
ク U ックし、[アプリ]画面にある[ファイル名を指定して実行]をク U ックします。 
《 Windows XP の場合は、[スタート]-[ファイル名を指定して実行]をクリック 
します。 

③名前の欄に、 CD - ROM ドライブ名と ¥ menu . exe を入力し、[〇口をク U ックする 
(例： CD - ROM ドライブ名び Q の場合、 Q :¥ menu . exe ) 

※[ユーヴーアカウント制御]画面び表示された場合、[はい]または[続行]をクリッ 
クして < ださい。 

また、自動起動しないようにするには、パソコンにより異なりますび、 「 Shift 」 キーを 
押しなびら CD - ROM をセットします。 

- CD - ROM をパソコンから取り出すときは、メニュー画面を閉じたあとに行ってください。 

- Windows Vista および Windows 8/7/ XP / 2000 Professional でサテライトマネー 
ジャ、ドライバのインストール•アンインストールを実行する場合は、 Administrator （権 
限のあるアカウント）で□グオンしてください。 


己 



^CD-ROM の動作環境 ] - 

参 Windows Vista または 、 Windows 8/7/ XP / 2000 Professional が正しく動 
作し、 CD - ROM ドライブが使用できること。 

A 推奨環境 

Windows の推奨環境な上のパーソナルコンピュータ 
八ードディスクの空き容量：日已 0 M 日な上 

メモ1」容量 ： Windows 8/7の場合、]日 B な上を推奨 （64 ビット版の場合は 
2 GB な上を推奨） 

Windows Vista の場合、已1 2 MB な上を推奨 

Windows XP /2000 Professional の場合、2己 6 MB じ(上を推 

奨 

800 X 600 Hi 邑 h - Color な上表示可能なビデオカードを備えたパソコンと、同 
解像度な上に対応したカラーモニタ 


^〇» お知らせ^^^^^^^^^^^^^^^^^^^ ■ 

♦表示画面 

-サイズ： 800 X 600ピクセルじ(上 
•色 ： High-Color (24 ビット）似上 

上記!;!外の設定でを表示はでをますび、画像にモアレ模様や色ずれび発生する場合びあり 
ます。 

♦ メニュー画面と「らくらく無線スタート」「サテライトマネージャ」の画面びお互いの画面 
の背面に隠れて消えてしまった場合には、次の操作で画面を切り替えることびでさます。 

- Windows : Alt キーを押しなびら、 Tab キーを押す 


巨 
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安をに正しくお使いいただくために 


安をに正し < お使いいただ < ための表示について 

本書には、あなたや他の人々への危害や財産への損喜を未然に防ざ、 
本商品を安全に正し<お使いいただ<ために守っていたださたい事 
項を示しています。その表示と図記号の意味は次のよラになっていま 
す。 

警告：人が死じする、または重傷を負う可能性が 
想定される内容を示しています。 

/ K 注意：人び軽傷を負ラ可能性が想定される内 
客、および物的損害のみの発生び想定さ 
れる内容を示しています。 

® お願し、：本商品の本来の性能を発揮でをなかった 
り、機能停止をまねく内容を示しています。 


广 図記号の説明 




■ 警告-注意を促ず記号 

A A 

発乂注意 感電注意 

■ 行為を禁止ずる記号 




( S ) ® 鐵 


(§) 


一般禁止分解禁止水めれ禁止 

■ 行為を指示ずる記号 

〇 を 

^ - 臟 S 謝が のリが卜 から 撇 

めれ手禁止 

义気禁止 

J 


A 警告 

こんなとさには 

♦ 万一、煙が出ている、変なにおいがするなどの異常状態のまま AA 
使用すると、义災、感電の原因となります。すぐにパソコンの電 ^ 
源を切り、接続コード類や本体の接続を取り外し、煙が出なく^ 

なるのを確認してか5、別紙に示す修理受付先にご連絡くださ 
し、。お客様による修理はを険ですか5絶巧におやめください。 

♦ 本商品を水や海水につけたり、めらさないでください。万一、内 A A 
部に水などが入った場合は、すぐにパソコンの電源を切り、接 
続コード類や本体の接続を取りがし、別紙に示す修理受付先に 
ご連絡ください。そのまま使用すると漏電して、乂災、感電、故 
障の原因となります。 




A 警告 

こんなとさには 

♦ 本商品の内部に金属類や燃えやすいものなどの異物を差し込 A A 
んだり、落としたりしないでください。万一、異物が入った場合^ 

は、すぐにパソコンの電源を切り、接続コード類や本体の接続お 
を取り外し、別紙に示す修理受付巧にご連絡ください。 

そのまま使用すると、义災、感電、故障の原因となります。特 
にお子様のいるご家庭ではご注意ください。 

♦ 万一、落としたり破損した場台は、すぐにパソコンの電源を切 A A 
り、接続コード類や本体の接続を取り外し、別紙に示す修理受 苗 
付知こご連絡ください。そのまま使用すると、义災、感電の原^ 
因となることがあります。 

禁止事項 

♦ 本商品は家庭用の 0A 機器として設計されております。人命に 
直接関わる医療機器や、極めて高い信頼性を要求されるシステ 
ム（幹線通信機器や電算機システムなど）では使用しないでく 
ださい。 

社会的に大きな混乱び発生するおそれびありまず。 

♦本商品を分解•改造しないでください。义災、感電、故障の原 
因となります。 

♦ めれた手で本商品を操作したり、接続したりしないでください。 

感電の原因となります。 

♦ 本商品の内部や周囲でエアタ’スターやダストスプレーなど、可 
燃性ガスを使用したスプレーを使用しないでください。弓I义に 
よる爆発、义災の原因となります。 
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を全に正しくお使いいただくために 

A 警告 

その他のミ主意事項 

♦ 航空機内や病院内などの無線機器の使用を禁止された区域で （5) 

は、本商品の接続を取りがしてください。電子機器や医療機器^ 

に影響を与え、事故の原因となります。 

♦ 本商品は、高精度な制御や微弱な信号を取り扱ラ電子機器やむ （5^ 
臓ぺースメーカなどの近くに設置したり、近くで使用したりしな 
いでください。電子機器やむ臓ぺースメーカなどが誤作動ずる 
などの原因となることがありまず。 

また、医療電子機器の近 < や病院内など、使用を制限された場 
所では使用しないでください。 

♦ 本商品のそばに巧びん、植木鉢、コップ、化粧品、薬品や水の AA 
入った容器、またはルさな金属類を置かないでください。 ^ 

こぼれたり中に入った場台、义災、感電、故障の原因となるこ胃 
とがあります。 

♦ 本商品を医療機器や高いを全性が要求される用途では使用し 
ないでください。人び死 t または重傷を負う可能性びあり、社^ 

会的に大きな混乱が発生するおそれがあります。 

♦ ふろ場や加湿器のそばなど、湿度の高いところでは設置および AA 
使用しないでください。义災、感電、故障の原因となることが 
あります。 
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A 注意 


設置場所 

♦直射日光の当たるところや、ス I つ、 ヒータなどの発熱器の A 
そばなど温度の高いところに置かないでください。内部の温度 心心 
が上がり、义災の原因となることびあります。 

♦ 温度変化の激しい場所（クーラーや暖房機のそばなど）に置か A A 
ないでください。本商品の内部に結露び発生し、义災、感電 、^一 
故障の原因となります。 

♦ 調理台のそばなど油藏びや湯気が当たるよラな場所、ほこりの AA 
るい場所に置かないでください。义災、感電、故障の原因とな 
ることがあります。 

♦ ぐらっいた台の上や傾いた所など、不を定な場所に置かないで 
ください。また、本商品の上に重い物を置かないでください。 
バランスびくずれて倒れたり、落下してけびの原因となること 
があります。 

禁止事項 

♦ 本商品に乗らないでください。特に、ルさなお子様のいるご家 
庭ではごま意ください。壊れてけびの原因となることびありま 
す。 

♦ 雷が鳴りだした5、接続コード類に軸れたり周辺機器の接続を 
したりしないでください。落雷による感電の原因となります。 

♦ 取扱説明書にしたびって接続してください。 

間違えると接続機器や回線設備び故障ずることびありまず。 


A 

〇 
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を全に正しくお使いいただくために 


瓣ぉ願ぃ 

設置場所 

♦ 本商品をを全に正しくお使いいただくために、次のよラなところへの設 
置は避けてください。 

-振動びをい場所 

-気化した薬品が巧満した場所や、薬品に触れる場所 
-電気製品 • AV ’ 0 A 機器などの磁気を帯びている場所や電磁波び発生 
している場所（電子レン义スピーカ、テレビ、ラジオ、堂光好、電気 
こたつ、インパ‘一タエアコン、電磁調理器など） 

-高周波雑音を発生する高周波ミシン、電気溶接機などび近くにある場 
所 

♦ 本商品をコードレス電話機やテレビ、ラジオなどの近くで使用すると、 
コードレス電話機の通話にノイズが入ったり、テレビ画面が乱れるなど 
受信障害の原因と なる ことがありまず。このよラな場台は、お互いを 
数のむ上離してお使いください。 

♦ 無線 LAN アクセスポイント爛機）と無線 LAN 端末（子機）の距離び 
近すざるとデータ通信でエラーが発生する場台びあります。このよラな 
場台は、お互いを Inra ソ上離してお使いください。 

禁止事項 

♦ 落としたり、強い衝撃を与えないでください。故障の原因となることがあ 
ります。 

♦ 製氷倉庫など特に温度が下びるところに置かないでください。本商品び 
正常に動作しないことびあります。 

♦ 動作中に外れたり、接続が不ま定になると誤動作の原因となります。動 
作中は、 USB コネクタの接続部には絶対に軸れないでください。 


瓣ぉ願ぃ 

曰ごろのお手入れ 

♦ 本商品のお手入れをする晩ホ、き全のためぶ巧パソコンから取り外してく 
ださい。 

参ベンジン、シンナー、アルコールなどでふかないでください。本商品の 
変色や変形の原因となることびあります。ミちれびひどいときは、薄い中 
性洗剤をつけた巧をよくしぼってミちれをふき取り、柔らかい巧でからぶき 
して < ださい。 

ただし、 USB コネクタ音 B 分は、よくしぼった場台でもめれた巧では絶対 
にふかないで < ださい。 

♦ 水滴がついている場台は、乾いた巧でふき取ってください。 

無線 LAN に関する注意 

♦ 無線 LAN の規格値は、本商品と同等の構成を持った機器との通信を 
行ったときの理論上の最大値であり、実際のデータ乾送速度を示すもの 
ではありません。 

♦ 本商品は他社製品との相互接続性を保証しておりません。 

♦ 無線 LAN の伝送距離や伝送速度は壁や家具•什器などの周辺環境によ 
り大きく変動します。 

♦ 己. 2 GHz 、 己. 3 GHz 帯域の屋外での使用は電波法により禁止されていま 

す。 

その他注意事項 

♦ 通信中にパソコンの電源び切れたり、本商品を取り外したりすると通信 
ができなくなったり、 データび 壊れたりします。重要な データは 元 データ 
と照台してください。 

♦ 本商品プラスチック部品の一部が、光の具台によってはキズのように見え 
る場台びあります。 

プラスチック製品の製造過程で生じることびありますが、構造上および 
機能上は問題ありません。 
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を全に正しくお使いいただくために 


無線 LAN 製品ご使用時におけるセキユリミ 


BW 那ぉ 


無線 LAN では、 ETHERNET ケーブルを使用するげわりに、電波を利用してパソコン 
等と無線 LAN アクセスポイント（親機）間で情報のやり取りを行ラため、電波の届く範 
囲であれば自由に LAN 接続び可能であるという利点があります。 

その反面、電波はある範囲内であれば障害物（壁等）を越えてすべての場所に届くた 
め、セキュリティに関する設定を行っていない場合、む下のような問題が発生する可能性 
があります。 

参通信内容を盜み見5れる 

悪意ある第兰をが、電波を故意に傍受し、 

ID やパスワード又はクレジットカード番号等の個人情報 
メールの内容 

等の通信内容を盜み見5れる可能性があります。 

参不正に侵入される 

悪意ある第兰をが、無断で個人や会社内のネットワークへアクセスし、 

個人情報や機密情報を取り出す（情報漏洩） 

特定の人物になりすまして通信し、不正な情報を流す（なりすまし） 

傍受した通信内容を書さ換えて発信する（改ざん） 

コンピュータウィルスなどを流しデータやシステムを破壊する（破壊） 

などの行為をされてしまう可能性びあります。 

本来、無線 LAN 製品は、セキュリティに関する仕組みを持っていますので、その設定 
を行って製品を使用することで、上記問題が発生する可能性は少なくなります。 

セキュリティの設定を行わなし巧使用した場合の問題を充分理解した上で、お客様自身 
の判断と責任においてセキュリティに関する設定を行い、製品を使用することをお奨めし 
ます。 


セキュリティ対策をほどこさず、あるいは、無線 LAN の仕様上やむをえない事情によ 
りセキュリティの問題び発生してしまった場合、当社はこれによって生じた損書に対する 
責任は一切負いかねますのであらかじめご了承ください。 
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ご巧用にあたって 


「Aterm WL 300 NU - AG 」 は、 IEEE 802.11 n 、 IEEE 802.11 a 、 IEEE 802.11 b 、 
IEEE 802.11 有のいずれかの無線 LAN アクセスポイント（親機）とワイヤレス通信で 
きる無線 USB スティツクでず。 

• USB ポート （ USB 2 .0) を装備しているパソコンに取り付けることびできます。 

参対応 0 S は Windows Vista および Windows 8/7/ XP / 2000 Professional (B 
本語版）のみです。 

ご使用方法にあわせて巧のように参照してください。 


にセットを確認する」 （* P 17) 



巧各部の名称とはた5き」 （* P 18) 



ぃ4 WL 300 NU - AG を無線 LAN アクセスポイント（親機）に接続する」 （* P 19) 


跨要に応じて I 



巧 WL 300 NU - AG を設定する」 （* P 42) 
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(^Q» お知らせ^^^^^ 

♦本商品は他社製品との相互接続性を保証しておりません。 













1 ご使用にあたって 


■ IEEE 802.1 In または IEEE 802.1 la 通信で W 已2帯、 W 已3帯、 W 已巨帯対応 

本商品は IEEE 802.1 In または IEEE 802 .1 la 通信において W 日2帯、 W 日3帯 
W 己6帯に対応しており、 IEEE 802.1] n または IEEE 802.1 1 a 通信をご利用の場合に、 
W 己2帯、 W 日3帯ではそれぞれ最大4チャネル、 W 日日帯では最大11チャネルびご利 
用になれます。 


タイプ 

チャネル 

周波数帯域 

W 已2 

36, 40, 44, 48 ch 

已 '2 GHz 帯 

(己1己□-已2已 OMHz ) 

W 已3 

已2,已巨，巨日，巨 4 ch 

已 '3 GHz 帯 

(己2己□-已3已 OMHz ) 

W 已日 

100, 104. 108,112,116, 12 Q . 
124, 128, 132, 136,140 ch 

已'曰 GHz 帯 

(己47□-己72已 MHz ) 


ただし、 W 己2帯、 W 日3帯、 W 日目帯は使用している周波数帯/チャネルび異なるため 
通信でさない組み合わせびあります。 

政下の相互接続一覧表を参照のラえ、ごミ主意<ださい。 

ノ(ージョンアップ対応機種などの最新情報は、別紙に記載のホームページなどでご確認 
<ださい。 


■ ^無線 LAN 端末（子機） 

WL 300 NU-AG 
(W 已 2 /W 日 3 /W 已己対応） 

無線 LAN アクセスポイント（親機） 


W 已 2 /W 已 3 /W 已己 

W 己 2 /W 已 3 /W 已日対応の 
無線 LAN アクセスポイント（親機） 

W 已2 

W 已3 

W 已巨 

◎ 

W 已 2 /W 已3対応の 
無線 LAN アクセスポイント（親機） 

W 已2 

W 已3 

〇 

J 已2対麻の 

無線 LAN アクセスポイント（親機）で、 

W 已2に対応した場合 

W 已2 

A 

J 已2対応の 

無線 LAN アクセスポイント（親機） 

J 已2 

X 


◎ : W 己2帯 （5] 己 0- 己2己 OMHz )、 W 己3帯（己250 -53 己 OMHz )、 W 已目帯 （5470- 
己72己 MHz ) を使用して、最大19チャネルから選択び可能です。 

〇： W 己2帯（己]己 0- 己2己 OMHz )、 W 己3帯（己250 -53 己 OMHz ) を使用して、最大 
8チャネルから選択び巧能です。 

A: W 日2帯（己]日 0- 日2己 OMHz ) を使用して、最大4チャネルから選択び巧能です。 

X :利用不可 
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■ワイヤレス機器の使用上のミ主意 

• 本商品は、技術基準適合証明を受けています。 

♦本商品は、 IEEE 802.1 In (已 GHz) および IEEE802. 11 a 通信利用時は已 GHz 帯域の電波を使 
用しております。なお、已 .2GHz、 已 .3GHz 帯域の電波を屋外で使用することは、電波法により禁 
じられています。 

参 W 已3 (52/ 已6/己0/64か）または W 已6 (100/104/108/112/116/120/124/128/132/ 
13己/ 140ch) を選択した場合は、法令により次のよラな制限事項びあります。 

-をチャネルの通信開始前に、1分間のレーダー波検出を行いますので、その間は通信を行えま 
せん。 

-通信中にレーダー波を検出した場合は、自動的にチャネルを変更しますので、通信び中断され 
ることびあります。 

• IEEE 802.1 In (2'4GHz)、IEEE 802.1 lb. IEEE802'11 邑通イ言ネ U 巧時は、 2'4GHz 帯域の電 
波を使用しており、この周波数帯では、電子レンジなどの産業•科学•医療機器のほか、他の同種 
無線局、工場の製造ラインなどで使用される免許を要する移動体識別巧構内無線局、免許を要しな 
い特定ル電力無線局、アマチュア無線局など （m 下「他の無線局」と略す）び運用されています。 

#IEEE802.1 In (2'4GHz)、IEEE 802.1 lb. IEEE802'11 呂通イ言ネ U 用時は、 2'4GHz 全帯域を 
使用する無線設備であり、移動体識別装置の帯域び回避可能です。変調方式として DS-SS 方式お 
よび、 OFDM 方式を採用しており、与干渉距離は 40m です。 

2.4 :2.4GHz 帯を使用する無線設備を示す 

DS/0F:DS-SS 方式および OFDM 方式を示す 
4 :想定される干渉距離び 40m じ(下であることをおす 

■■■ :全帯域を使用し、かつ移動体識別装置の帯域を回避巧 
能であることを意味する 

(1) 本商品を使用する前に、近くで「他の無線局」び運用されていないことを確認してください。 

(2) 万一、本商品と r 他の無線局」との間に電波干渉び発生した場合は、速やかに本商品の使用チャ 
ネルを変更するか、使巧場所を変えるか、または機器の運用を停止（電波の発射を停止）し 
て < ださい。 

(3) その他、電波干渉の事例び発生し、お困りのことび起さた場合には、別紙に示すお問い合わ 
せ先にお問い合わせください。 


2.4 DS/0F 4 
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設置を始める前に、構成品びすべてそろっていることを確認してください。不足してい 
るものがある場合は、別途添付のお問い合わせ巧にご連絡ください。 

♦ 構成品 


□ USB フレキシブルケーブル 


回句;恤 wCM 


□ WL 300 NU-AG 



□ CD-ROM (ユーテイリテイ集） □取扱説明書（本書) 
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各部の名称とはた s を 


■I 


WL 300 NU-AG 


① ACT ランプ（通信表示） 


屯 


/ItermW 


3 


⑥ USB コネクタ- 


-③キャップ 


① ACT ランプ 


ACT ランプのつをかた 

WL300NU-AG のが 態 

速い点滅 

通信中 

遅い点滅 

-通信待機中 

(通信可能状態であるび、データ送受信び行われていない） 

※ただし、点滅周期び長い場合びありまず。 

-無線 LAN アクセスポイント（親機）サーチ中 
(無線接続び確立されていない） 

消な 

電源び入っていないとさ 

(無線機能び「無測のとき、またはドライバ無効の状態） 


⑨ USB コネクタ 


パソコンの USB ポート （ USB 2.0) に取り付けて使用します。 

③ キャップ 

使用するとさは、キャップを外してください。 


( J ••••••••••••••••••••••••••••••ぃ 

♦ WL 300 NU - AG を同じパソコンに複数同時に使用することはできません。 また' 他のネッ 
トワークデバイス （ ETHERNET ポートデバイスなど）とを同時に使用することはでをま 
せんので、]台のパソコンに対して使用するネットワークデバイスは]つだけにしてくだ 
さい。 

^ a >) お知らせ^^^^^^^^^^^^^^^ 

参折り曲げ可能な USB フレキシブルケーブル（添付品）を接続すると、 WL 300 NU - AG © 
角度や向をを自由に調整することびでさます。 





' USB フレキシブルケーブル 























■n WU 300 NU - AG を無線 LAN アクセス 

pm ポイント cm )— に m ずを _ 

WL 300 NU - AG を無線 LAN アクセスポイント（親機）に無線接続するには、無線 
LAN アクセスポイント（親機）の無線設定内容を WL 300 NU - AG 側に設定します。 


設定方法は、巧のとおりです。 


① ヴテライトマネージャとドライバをインストールする （* P 21) 

② らく 5く無線スタートで設定する（ホ P 27) 


ご利用の無線 LAN アクセスポイント（親機）が、5く 5く無線スタートに対応して 
いるかどうかは、無線 LAN アクセスポイント（親機）に添付の取扱説明書（「つな 
ざかたガイド」など）を参照してください。 


無線 LAN アクセスポイント（親機）び5 く 5 く無線スタートに対応していない場合は、 
下記の手順で設定してください。 

① ヴテライトマネーソャとドライバをインストールする （* P 21) 

② サテライトマネージャで設定する （ tPAS ) 

《ヴテライトマネージャを使用しないで設定する場合は、ドライバを手動インス I -ール 
して （* P 31)、 Windows の「ワイヤレスネットワークの接続」で設定してください。 
OP 己 0) 



WL 300 NU - AG を無線 LAN 端末（子機）としてご利用になれる 0 S は 、 Windows 
Vista および Windows 8/7/ XP / 2000 Professional (日本語版）のみでず。 
Macintosh 、 その他 OS 、 ゲーム機などではご利用になれません。 

WL 300 NU - AG は、 USB ポート （ USB 2 .0) を装備しているパソコンに取り付ける 
ことがでさます。 
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. 

参 US 日 1.] の環境では十分なデータ転送速度び得られないため、 USB 2.0 でのご使用をお勧 
めします。 WL 300 NU - AG の USB 八ブとの接続は保証の限りではありません。 

♦ WL 300 NU - AG の USB コネクタ部分に手を輔れないよラにしてください。 

• USB コネクタの向をにを意して、無理に押し込まないよラにしてください。 

♦ WL 300 NU - AG はパソコンからの給電のみで動作しますび、パソコンによっては、ヴスぺ 
ンド機能などにより給電び停止した場合、通信を行ラ前に WL 300 NU - AG を取り付け直 
す必要びある場合びあります。あらかじめヴスペンド機能を無効にしてご使用いただくこ 
とをお勧めします。 

参他の無線 LAN 端末（モ機）のソフトウェアびインストールされている場合や、 
ETHERNET インタフェースを搭載したパソコンで、 LAN 力ードおよび LAN ボード機能 
を停止させていない場合は、 WL 300 NU - AG のドライバび正しくインストールでさないこ 
とや、正しく通信でさないことびあります。他の無線 LAN 端末（モ機）や LAN 力ードお 
よび LAN ボード機能を停止させてください。 

参無線 LAN 内蔵パソコンに WL 300 NU - AG を取り付けて使ラ場合は、必ず内蔵無線 LAN 
の[デバイスマネージャー](または[デバイスマネージャ])の[ネットワークアダプター] 
(または[ネットワークアダプタ])にある内蔵無線アダプタを[無効]に設定してからご 
使用 < ださい。 

♦ヴテライトマネージャのらくらく無線スタートを起動する前に誤って、 WL 300 NU - AG を 
パソコンに取り付けて、八ードウェアウイヴードび起動した場合は、[キャンセル]をクリッ 
クして、 WL 300 NU - AG を取り夕1■してくださし、。 

♦ WL 300 NU - AG と無線 LAN アクセスポイント願徽との距離は、 Im な上離してお使 
いください。無線 LAN アクセスポイント（親機）と近すざると通信速度び低下する場合び 
あ0ます。 

♦隣り合ラ USB ポートの間隔により、複数のポートを同時に使用でをない場合は、 USB フ 
レキシブルケーブル（添付品）を接続してご利用ください。 0* P 18) 

♦ USB インタフェースに WL 300 NU - AG を取り付けた場合、電力不足となり、お使いいた 
だけない場合びあります。 

• WL 300 NU - AG と無線 LAN 力ードを同時に使用することはでをません。同時に取り付け 
てしまった場合は、両方をいったん取り外して、 WL 300 NU - AG のみ取り付け直してくだ 
さい。 

それでを動作しない場合は、それぞれのドライバをアンインス I ''ールしてから取り付け直 
して < ださい。 

• WL 300 NU - AG をパソコンに取り付けてちランプび点灯せず動作しない場合は、いったん 
WL 300 NU - AG を取り外したラえで再度取り付けてください。 
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4 WL 300 NU - AG を無線 LAN アクセスポイント（親機）に接続ずる 


ヴテライトマネージャとドライバをインストールする 


WL 300 NU - AG を設定するためのユーティリティ「サテライトマネージャ」とドライ 
バをパソコンにインス I ルします。 


つ Windows Vista または Windows 8/7/XP/ 2000 Professional を 
1 起動ずる 

Administrator (権限のあるアカウント）で□グオンしてください。 

つ添付の CD-ROM (ユーティリティ集）を CD-ROM ドライブにセット 

し ずる 

《Windows 8の場合は、[スタート]画面で[デスクトップ]を選択してから、添 
付の CD - ROM を CD - ROM ドライブにセットしてください。セット後、「タップ 
して、このディスクに対して行ラ操作を選んでください。」の表示をク U ックして 
<ださい。 

0 [自動再生]画面（またはディスクに巧して行ラ操作選択の画面）び表 
J 示された場合は、 [M 飢 u.exe の実行]をクリックずる 

/I [ユーザーアカウント制御]画面び表 
4 示された場合は、[はい]または[続 
行]をクリックずる 


r メニュー画面で WL 300 NU-AG び 
J 該当ずる項目の [CLICK] をクリッ 
クずる 

I メニュー画面 J が表而ホ巧ない^ 
V とさは(ホド己）_ _ ) 


ク IJ ックする一 



フアイ J レ D 入手を CD/DVD ドライブ 



(画面は Windows 7の場合の例です。） 



(画面は Windows 7の場合の例です。） 

《画面はバージョンによって異なる場合 
びあります。 
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[Aterm WARPSTAR ユーティリ 
テイ]画面で[次へ]をクリックず 
る 


[次へ]をクリックずる 


画面の同意書を読み、同意できる場 
合は[次へ]をクリックずる 


表示されたインスI-ール先へインス 
トールずる場合は、[次へ]をクリッ 
クずる 

インス!-ール先を変更する場合は、[参照] 
をク U ックして変更してください。 








































4 WL 300 NU - AG を無線 LAN アクセスポイント（親機）に接続ずる 


10 

11 

12 


13 


次の画面び表示された場合は、[はし、] 
をクリックずる 

インストールび開始されます。 


次の画面び表示された場合は、[はし、] 
をクリックずる 


旧 EADME の表示]と[サテライト 
マネージャを常駐させる]にチエッ 
クび入っている（[7)ことを確認し、 
[完了]をクリックずる 


ヴテライトマネージャびインス I -ールされ 
ました。 



README をよく読み、 [README 画面を閉じる 


手順] 4へ進みます。 

- Windows Vista および Windows 8/7の場合 OP 24) 
- Windows XP /2000 Professional の場合 OP 25) 
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Windows Vista および Windows 8/7 の場合 


未インス!ル状態のドライバび有 
丄4 動的にインス!ルされる 


通知領域（タスクトレイ）にち図のパ 
10 ルーンび表示されることを確認する 


^く WL 300 NU - AG をパソコンに取り付ける 

1〇 ドライバび自動的にインストールされます。 




^■7 Windows 7 /Windows Vista の場 
1/合は、通知領域（タスクトレイ）に 
ち図のバルーンび表示されることを 
確認ずる 



0 1 U 上で Windows Vista および Windows 8/7でのインス I -- ルは完了 
です。 

CD - ROM を取り出して、「5く 5く無線スタートで設定する」（ホ P 27) 
に進みます。 
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4 WL 300 NU - AG を無線 LAN アクセスポイント（親機）に接続ずる 


Windows XP /2000 Professional の場合 


Windows XP /2000 Professional 
丄4 の場合は、通知領域（タスクトレイ） 
にヴテライトマネージャび表示され 
ることを確認ずる 

づ r WL 300 NU - AG をパソコンに取り付け 

15 る 

ドライバび自動的にインストールされます。ド 
ライバ自動インストール中は、さまざまな画面 
び表示されますび、ドライバのインストールび 
完了するまで操作しないでください。 





WL 300 NU-AG を取 D 付ける 

O LU 上で Windows XP /2000 Professional でのインス I — ルは完了です。 
CD - ROM を取り出して、「5く 5く無線スタートで設定する」（ホ P 27) 
に進みます。 


(J. 

•WL300NU-AG と無線 LAN 力ードを同時に使用することはでさません。同時に取り付け 
てしまった場合は、両方をいったん取り外して、 WL 300 NU-AG のみ取り付け直してくだ 
さい。それでを動作しない場合は、それぞれのドライバをアンインス!-ールしてから接続 
し直してください。 

^〇>)お知らせ^^^^^^^^^^^^^^^ 

♦サテライトマネージャ、またはらくらく無線スタートで設定を行った場合、 Windows XP 
の「ワイヤレスネットワークの設定」は無効に設定されます。 

Windows XP の「ワイヤレスネットワークの設定」で無線の設定を行いたい場合は、「ワ 
イヤレスネットワークの設定」を「有効」に設定する必要びあります。 r® Windows XP 
でヴテライトマネージャを使用して設定を行った場合」（ホ P 己 1) 
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r ® ドライバをアンインストール(削除)するには - 

WL 300 NU - AG のドライバを正常にインストールできなかった場合や WL 300 NU-AG 

のドライバをインストールする前の状態に戻したい場合は、 WL 300 NU - AG のドライバ 

をアンインス!ルします。 

《 Aterm WARPSTAR ユーティ U ティびインストールされている必要びあります。 
インストールち法については「ヴテライトマネージャとドライバをインストールする」 
(ホ P 2 1 ) を参照してください。 

■ Windows Vista および Windows 8/7 の場合 

次の手順でいったんドライバとユーティ U ティを削除してから、をラー度、ドライバ 

とユーティリティをインストールしてください。 

①通知領域（タスクトレイ）の[サテライトマネージャ]アイコンをちク U ックし、 
[終了]を選択する 

③ WL 300 NU - AG を取り外す OP 41) 

③ [スタート] (Windows の□コ'ボタン）一[すべてのプ□グラム]- [Aterm 
WARPSTAR ユーティリティ]-[ドライバとユーティリティの削除]をク U ックする 
《 Windows 8の場合は、[スタート]画面で[ヴテライトマネージャ]をちク U ッ 

クして[アンインストール]をク U ックし 、 [Aterm WARPSTAR ユーティ 
U ティ」を選択して[アンインストールと変更]をク U ックします。 

④ [ユーヴーアカウント制御]の画面び表示された場合は、[はい]または[続行] 
をク IJ ックする 

⑥画面の指示にしたびって、アンインス I -ールを行ラ 

■ Windows XP/2000 Professional の場合 

次の手順でいったんドライバを削除してから、をラー度、ドライバをインス!-ールし 

てください。 

①通知領域（タスクトレイ）の[ヴテライトマネージャ]アイコンをもク U ックし、[終 
了]を選択する。 

③ WL 300 NU-AG を取0外す 0^4]) 

③ [スタート]-[すべてのプ□グラム ]- [Aterm WARPSTAR ユーティ U ティ] 
-[ドライバのアンインス!ル]をク U ックする 

④ アンインストールするドライバを選択し、 

[実行]をク U ックする 

⑥画面の指示にしたびってアンインス I ''一 
ルを行ラ 
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4 WL 300 NU - AG を無線 LAN アクセスポイント（親機）に接続ずる 


-(!) 5く S く無線スタートで設定を巧う場をのごま意 - 

♦無線 LAN アクセスポイント爛機）側に暗号化の設定びされていることび必要でず。 

- 暗号化設定されていないと、らくら<無線スタートでの設定はでさません。 

( P 29 の手順2の段階で失敗します。） 

♦無線 LAN アクセスポイント（親機）側の 「 MAC アドレスフィルタリング機能」を使 
用している場合は、エントリを制限数いっぱいに登録しないようにしてください。 

一無線 LAN アクセスポイント（親機）側の 「 MAC アドレスフィルタ U ング機能」 
を使用している場合、無線 LAN 端末（子機）の MAC アドレスを事前に登録して 
いなくてを、らくらく無線スタートでの設定で自動的に登録されますび、制限数いっ 
ぱいに登録していると、らくらく無線スタートでの設定はでさません。 （ P 29 の手順 
2の段階で失敗します。） 

♦無線 LAN アクセスポイント（親機）び「らくらく無線スタート」に対応した 
WD600 シ U— ズ!の場合は、無線 LAN アクセスポイント（親機）側面の 
開閉カバーを開け、ディップスイッチの1、2を 「 ON 」 側にしてから、5くらく無 
線スタートで設定を行い、終わった5 rOFFJ 側に戻してください。 

《ディップスイッチびすべて rOFF 」 側の状態でらくらくスタートボタン 
を押すと、初期化準備状態となり、らくらく無線スタートでの設定は行 
えませんので、ごを意ください。 

《ディップスイッチは、細い棒状のをの（つまよラじなど電気を通さない 
材質のもの）で根元に力を加えて、倒してください。 

《 WD 600 シ U —ズはプ□バイダ/接続事業をからのご購入またはレン 
タルによるご提供の商品です。 


• 5くらく無線スタートでの設定中は無線 LAN アクセスポイント（親機）では無線 
LAN 通信びできませんので、ごを意ください。5くらく無線スタートでの設定完了後、 
無線 LAN 通信び可能になりまず。 

♦無線 LAN アクセスポイント（親機）側で 「 ESS - ID ステルス機能 （ SSID の隠蔽)」 
を「有効」に設定している場合でち5く5く無線スタートでの設定をずることびでき 
まず。 



CL 

己 




らく S く無線スタートで設定する 


無線 LAN アクセスポイント（親機）との無線設定を行います。 

無線 LAN アクセスポイント（親機）が5 く 5 く無線スタートに対応していない場合は、 
rWL 300 NU - AG を設定する」（ホ P 42) を参照してください。 


ご利用の無線 LAN アクセスポイント（親機）び、5く 5く無線スタートに対応して 
いるかどうかは、無線 LAN アクセスポイント（親機）に添付の取扱説明書（「つな 
ざかたガイド」など）を参照してください。 


ブの W - 


(次ぺージに続く） 







次の画面び表示された5、無線 LAN アクセスポイント（親機）の5 く 
5 くスタートボタンを長押し（約6秒）して、 POWER ランプび緑点 
滅になった5離ず 


※らくらくスタートボタンは、]分！;{内に巧してください。 



r® - 

らくらく無線スタートび起動しない 
場合は、通知領域（タスクトレイ） 
にあるヴテライトマネージャのアイ 
コンをちク U ックし、[らくらく無線 
スタート]をク1」ックします。 


プ□"ティド)… 

く __6 く 6 く撤ゎ夕-トロ） 

法ちホ切客 ► 

無鮮偽を励化する脚 
✓ タスクバーに给なする(の 



巧了 (X) 



r® - 

無線 LAN アクセスポイント（親機） 
によっては、 POWER ランプは電源 
ランプと表示されている場合びあり 
ます。 

また、らくらくスタートボタンの位 
置や形状は、装置によって異なりま 
す。無線 LAN アクセスポイント（親 
機）の取扱説明書などで確認して< 
ださい。 


r® - 

POWER ランプび約] 0秒間赤点打した場合は、「らくらく無線スタート」に失 
敗しています。 

無線 LAN アクセスポイント（親機）側の取扱説明書など （ r 感機能詳細ガイド」 
など）を参照して、無線 LAN アクセスポイント（親機）の暗号化を設定してく 
ださい。 MAC アドレスフィルタ U ングで接続でをる無線 LAN 端末（モ機）の 
登録びいっぱいになっていないことを確認してください。 

確認後、再度手順1(•上記）から設定を行ってください。 
































4 WL 300 NU - AG を無線 LAN アクセスポイント（親機）に接続ずる 


しば5く待って POWER ランプび糧点滅に変わった5、無線 LAN ア 
クセスポイント（親機）の5 く 5 くスタートボタンを長押し（約巨秒） 
して、 POWER ランプが糧点打になった5離ず 

※らくらくスタートボタンは、30秒じ(内に押してください。 


WL 300 NU - AG を接続したパソコン 



無線 LAN アクセスポイント（親機） 


ン POWER ランプ 
程点滅 


※装置図は WR 870 ON 
の場合の一例です。 



r® - 

どちらか片方だけび上記の状態になつている場台は 

他の無線 LAN アクセスポイント願徽または無線 LAN 端末仔 
機）と設定を行おラとしている場合びあります。 

WL 300 NU - AG を接続したパソコンで[キャンセル]をクリック 
し、無線 LAN アクセスポイント（親機）の電源を入れ直して手 
順] (か P 28) から設定をやり直してください。 

どちらも上記の状態にならない場合は 

「らくらく無線スタート」びご利用になれません。ヴテライトマネー 
ジャで無線設定を行ってください。 （ r ヴテライトマネージャで設 
定する」 （-■ P 42)) 



ら < 5 < スタートボタンの位置や形 
状は、装置によって異なります。無 
線 LAN アクセスポイント（親機） 
の取扱説明書などで確認して < ださ 
し、。 


POWER ランプび約10秒間憧点打することを確認します。 
( POWER ランプは約10秒間憧点打したあと、緑点抑こ戻ります。） 


r® - 

失敗した場合は、 POWER ランプび約10秒間赤点打します。手順]の(― P 28) 
から設定をやり直してください。 


(次ぺージに続く） 






































無線設定び完了ずると、下記の状態になりまず。 


WL 300 NU - AG を接続したパソコン 

次の画面び表示されます。 


因ちく 6<翻^夕-卜 

1 : 

n 

門 

らくら铺なスな-卜ち LA 佩励充了しました。 1 

Xこの面面は、ちな的に巧じます C 1 

1 1 

S 


1阳山 J 国口 1 

11 

M 

,1* ぶこ 

1、： 


無線 LAN アクセスポイント（親機） 


, POWER ランプ 
緑点口 


※装置図は WR 870 ON 
の場合の一例です。 


無線 LAN アクセスポイント（親機）との無線設定状態は、サテライト 
マネージャアイコンで確認でをまず。 


田 

同 

国 

V _ 



無線 LAN 端末(子機)び正 
し < 接続されていません。 

無線 LAN アクセスポイント 
(親機)びみつかりません。 

無線 LAN アクセスポイン 
卜(親機)に正しく接続でを ■■ 
ています。 


お線 LAN アクセスポイント(親機） 
との電波の状態は巧の通0でず。 

青3本 [T—l 青2本 

占趣）占® 

B 黄2本 E"! ホ]本 

風 K ® 


む上で、 WL 300 NU - AG を無線 LAN アクセスポイント（親機）に接続するための設 
定は完了です。 


〇 設定を変更する場合は、「日 WL 300 NU - AG を設定する」 （* P 42) を参照してく 
ださい。 
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4 WL 300 NU - AG を無線 LAN アクセスポイント（親機）に接続ずる 


ドライバを手動でインストールする場合 


ヴテライトマネージャを使用しないで WL 300 NU - AG を設定する場合は、次の手順で 
WL 300 NU - AG のドライバを手動インス I ルしてください。 

なお、通常はサテライトマネージャを使用して設定することをお勧めします。 （* P 21) 


Windows 8/7の場合 


Windows 7の画面を例に説明します。 


Windows 8/7を起動ずる 


パソコンに WL 300 NU - AG を取り付ける 

※通知領域（タスクトレイ）上に「デバイスドライバーソフトウェアは正しくイン 
ス I -ールでをませんでした。」といラバルーンび表示される場合びあります。 


[スタート] ( Windows の□ゴボタン）一[コント □ —ルパネル]をク 
リックずる 

《Windows 8の場合は、[スタート]画面上でちク U ックして[すべてのアプ U ] 
をク U ックし、[アプリ]画面にある[コント□-ルパネル]をク U ックします。 
※[表示ち法]はカテゴ U 表示にしてください。 


[システムとセキュリティ]をクリツ 
クずる 


[デバイス マネージヤー] をクリック 
ずる 













[ユーザーアカウント制御]画面び表示された場合は、[はしリをクリッ 
クずる 


[ほかのデバイス]より [Aterm 
WL 300 NU - AG ] を選択し、ダブ J レ 
クリックずる 


[ドライバーの更新]をクリックずる 


[コンピューターを参照してドライ 
バーソフトウェアを検索しまず]を 
クリックずる 



添付の CD-ROM (ユーテイリテイ集）をセットずる 


※「自動再生」画面び表示された場合は、をク U ックして画面を閉じてくださし、。 


[参照]をクリックずる 





























4 WL 300 NU - AG を無線 LAN アクセスポイント（親機）に接続ずる 


CD - ROM ドライブか5下記フォルダを選択し、 [0 K ] をクリックずる 

参 Windows 7の場合 参 Windows 8の場合 

64ビット版： [ Drv ] - [ Win 7_64] 64ビット版： [ Drv ] - [ Win 8_64] 

32ビット版：に rv ] - [ Win 7_32] 32ビット版： [ Drv ] - [ Win 8_32] 


[次へ]をクリックずる 


次の画面び表示された場合は、[この 
ドライバーソフトウエアをインス 
I ルしまず]をクリックずる 

※「自動再生」画面び表示された場合は、 
ホ々 II ックして画面を閉じてくだ 

さい。 


ドライバびインス I ルされる 


インス!ルび完了した5、[閉じる] 
をクリックずる 




T- y フトウエアを#55します. 





(次ぺージに続く） 


























CD - ROM を取り出ず 


WL 300 NU - AG のドライバのインス 
I -ールを確認ずる 

①[スタート] ( Windows の□コ’ボタン）一 
[コント□-ルパネル]をク U ックする 
《Windows 8の場合は、[スタート]画 
面上でちク U ックして[すべてのアプ 
U ] をク U ックし、[アプリ]画面にあ 
る[コント□-ルパネル]をクリック 
します。 

※[表示ち法]はカテゴ U 表示にしてくだ 
さい。 

⑤[システムとセキユ1」ティ]をク1」ックす 
る 

③[デノ（イスマネージャー]をク IJ ックする 


化. —— 

- . 1 ‘’ぃ rz 。 


化監 占^ 

を ■ ;ッ 点請 H 请 

_ ご 瓦 酸 

テ'…ロリバ- 

巧":™ «*. 

曲 i で商ミモ…テイ^の ns 






④[ユーヴーアカウント制御]画面び表示さ 
れた場合は、[はい]をク U ックする 

⑥[ネットワークアダプター]をダブルク 
IJ ックする 

©[NEC AtermWL 300 NU-AG ( PA ¬ 
WL 300 NU / AG ) Wireless Network 
Adapter ] び表示されていることを確認 
する 



〇 


無線 LAN アクセスポイント爛臘に接続するには、「ワイヤレスネットワー 
クの接続 (Windows Vista および Windows 8/7 /XP の場合)」 （* P 己 0) で設 
定します。 


7/ 〇〇 
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4 WL 300 NU - AG を無線 LAN アクセスポイント（親機）に接続ずる 


Windows Vista の場合 


^ Windows Vista を起動ずる 

J - ここでは、まだ添付の CD-ROM (ューティ U ティ集）をセットしないでください。 

0 パソコンに WL 300 NU - AG を取り付ける 


[ドライバソフトウェアを検索してイ 
ンス I ルしまず]をクリックずる 



ユーザーアカウント制御の画面び表示された場合は、[続行]をクリッ 
クずる 


r 次の画面び表示された場合は、[オン 
J ラインで検索しません]をクリック 
ずる 


r 添付の CD - ROM (ユーテイリテイ集) 
0 をセツトずる 


※「自動再生」画面び表示された場合は、 
をク U ックして画面を閉じてください。 
※「メニュー画面」び表示された場合は、画 
面を閉じてください。 

※ちの画面に[次へ]のボタンび表示され 
た場合は、 CD - ROM を CD - ROM ドライ 
ブにセット後、[次へ]をク U ックします。 




(次ページに続く） 
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7 [このドライバソフトウエアをインス 
/ I ルしまず]をクリックずる 


ドライバがインス I ルされる 


Q インストールが完了した5、[閉じる] 
J をクリックずる 


10 


CD - ROM を取り出ず 
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4 WL 300 NU-AG を無線 LAN アクセスポイント（親機）に接続ずる 


WL 300 NU - AG のドライバのインス 
I -ールを確認ずる 

①[スタート] ( Windows の□コ’ボタン）一 
[コント□-ルパネル]をク U ックする 
③[システムとメンテナンス]-[システム] 
をク IJ ックする 


③タスク欄の[デバイスマネージャ]をク 
IJ ックする 


④[ユーヴーアカウント制御]画面び表示さ 
れた場合は、[続行]をク U ックする 



⑤ [ネットワークアダプタ]をダブルクリッ 
クする 

⑥ [NEC AtermWL 300 NU-AG ( PA ¬ 
WL 300 NU / AG ) Wireless Network 
Adapter ] び表示されていることを確認 
する 



無線 LAN アクセスポイント爛機）に接続するには、「ワイヤレスネットワー 
クの接続 (Windows Vista および Windows 8/7 /XP の場合)」 （* P 己 0) で設 
定します。 


37 






















Windows XP の場合 


Windows XP を起動する 


つ添付の CD-ROM (ユーテイリテイ集）をセットずる 

ム しばらくすると「メニュー画面」び表示されるので、画面を閉じてから手順3に進 
みます。また、「メニュー画面」び表示されない場合を、手順3に進みます。 

つパソコンに WL 300 NU - AG を取り付ける 


r 新しし、ノ V - ドウェアの検索ウィザー 
ド」の「ソフトウェア検索のため、 
Windows Update に接続しまず 
か？」の画面び表示された場合は、[い 
いえ、今回は接続しません]を選択し、 
[次へ]をクリックずる 


[インス I ル方法を選んでくださ 
し、]の画面び表示された場合ロホ、[— 
覧または特定の場所か5インス I 
ルずる（詳細）]を選択し、[次へ] 
をクリックずる 


[次の場所で最適のドライバを検索ず 
る]と[次の場所を含める]にチエツ 
クし、[参照]をクリックずる 



38 















4 WL 300 NU - AG を無線 LAN アクセスポイント（親機）に接続ずる 


CD - ROM ドライブか5 DDrv ] - [ WinXP ] を選択し、 [ OK ] をクリッ 


クずる 

[次へ]をクリックずる 



(この画面は、 CD - ROM ドライブ名 
び E の場合です） 


次の画面び表示されたとさは[続行] 
をクリックずる 


次の画面び表示されたとをは[続行] 
をクリックずる 


インス!ルび完了した5、[完了] 
をクリックずる 



CD - ROM を取り出ず 


(次ぺージに続く） 
























13 


WL 300 NU - AG ドライバのインス 
I -ールを確認ずる 

①[スタート]-[マイコンピユータ]-[シ 
ステム情報を表示する]をク U ックする 


③[八ードウエア]タブをク U ックする 
③[デバイスマネージャ]をク U ックする 
※画励ホ 、 Windows XP(Service Pack 2) 
の場合の例です。 

Windows のアップデート状況によって 
[デバイスマネージャ]ボタンの場所び異 
な0ます。 


④[ネットワークアダプタ]をダブルクリッ 
クする 

⑥ [NEC AtermWL 300 NU-AG ( PA - 
WL 300 NU / AG ) Wireless Network 
Adapter ] び表示されていることを確認 
する 




〇 無線 LAN アクセスポイント爛機）に接続するには、「ワイヤレスネットワー 
クの接続 (Windows Vista および Windows 8/7 /XP の場合)」 （* P 己 0) で設 
定します。 

こんなとをは- 

手順] 3で [NEC AtermWL 300 NU-AG ( PA - WL 300 NU / AG ) Wireless Network 
Adapter ] の頭に黄色い①び表示されたとさは、正しくインス!ルされていません。 
いったんアンインストールしてから、インストールをやり直してください。 

手順] 3で他のネットワークアダプタび有効になっていると正しく動作しない場合びあ 
D ます。 

[NEC AtermWL 300 NU-AG ( PA - WL 300 NU / AG ) Wireless Network Adapter ] 

じ(外のネットワークアダプタは、[操作]-[プ□パティ]をク U ックして[全般]タブ 
の[デバイスの使用状況]で[このデバイスを使わない（無効)]をチェックして無効に 
して < ださい。 




































4 WL 300 NU-AG を無線 LAN アクセスポイント（親機）に接続ずる 


WL 300 NU - AG の取り扱いについて 


■取り付けるとき 

- WL 300 NU - AG の USB コネクタ部分に手を触れないようにしてください。 

- USB コネクタの向きにま意して、無理に巧し这まないようにしてください。 

■取り外すとき 

- WL 300 NU - AG を取りかすときは、む下の操作で WL 300 NU - AG を取りがせる状 
態にしてか5取りかしてください。 

①通知領域（タスクトレイ）にある八ードウエアアイコンをク U ックする 
⑤ [ AtermWL 300 NU - AG の取り出し]をク U ックする 

《 Windows Vista および Windows XP の場合は 、 [NEC AtermWL 300 NU-AG 
( PA - WL 300 NU / AG ) Wireless Network Adapter をま全に取り外します]をク 
リックします。 

《Windows 2000 Professional の場合は 、 [NEC AtermWL 300 NU-AG 
( PA - WL 300 NU / AG ) Wireless Network Adapter の停山をク U ックします。 

③ 「NEC AtermWL 300 NU-AG ( PA - WL 300 NU / AG ) Wireless NetWork Adapter 
は（コンピューターから）安全に取り外すことびでさます。」び表示されたら、 Q また 
は [ OK ] をク U ックして画面を閉じる 

《 Windows Vista の場合は、「このデバイスはコンピュータからま全に取り外すこと 
びでをます。」び表示されたら[〇のをク U ックして画面を閉じます。 

④ WL 300 NU - AG を取0外す 
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ここでは、サテライトマネージャでの設定方法や、 Windows の「ワイヤレスネット 
ワークの接続」での設定方法について説明しています。 


前章で、5く 5く無線スタートを使用して設定した場合は、ここでの設定は必要ありま 
せん。 

設定を変更する場合に参照してください。 


ヴテライトマネージャで設定する 


サテライトマネージャは、 WL 300 NU - AG の無線の通信モードの変更、ネットワーク 
名 （ SSID ) の変更、無線 LAN の設定をすることができます。 

Windows Vista および Windows 8/7/ XP の場合は、内蔵されている「ワイヤレスネッ 
トワークの接続」で設定することもできます。詳しくは、 P 己0を参照してください。 


ヴテライトマネージャで設定する 


^ [スタート] ( Windows の□ゴボタン）一[ずべてのプログラム]— 
1 [AtermWARPSTAR ユーテ イリ テイ]- [サテライトマネージャ] 
をクリックしてヴテライトマネージャを起動ずる 

f(D - 

らくらく無線スタートの待ち受け画面 
び表示されている場合は、[キャンセル] 

をク1」ックしてください。 


r ) 通知領域（タスクトレイ）にあるヴテライトマネージャのアイコンを 
L ちクリックし、[プ□パティ]を選択ずる 

0 [ネットワークー覧]タブをクリック 

J ずる 
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已 WL 300 NU - AG を設定ずる 


接続先のネットワーク名 （ SSID ) を 
クリックして、[設定]をクリックず 
る 

※無線 LAN アクセスポイント（親機）のエ 
場出荷時のネットワーク名 （ SSID ) は、 
無線 LAN アクセスポイント（親機）の底 
面または側面に貼ってあるラベルに記載 
されています。ただし、どちらにを記載 
びない場合は、 rWARPSTAR-xxxxxxJ 
(XXXXXX は無線 LAN アクセスポイント 
(親機）の側面に記載されている MAC ア 
ドレスの下目が）です。 

新し<接続先を登録する場合は、持斤規登 
録]をク1」ックしてください。 





※装置図およびラベルは一例です。 



S 


※装置図およびラベルは一例です。 


(次ぺージに続く） 

































































無線 LAN の設定を行ラ 


使用する無線 LAN アクセスポイント（親機） 
にあわせて次のよラに設定します。 

暗号化の設定を行ラ場合は必ず無線 LAN ア 
クセスポイント（親機）側を先に設定して 
<ださい。 


[ネットワーク名 （ SSID )] 

無線 LAN アクセスポイント（親機）の設 
定にあわせてネットワーク名 （ SSID ) を 
入力します。手順4で使用するネットワー 
ク名 （ SSID ) を選択した場合は、そのま 
まにしておさます。 



[暗号化モード] 

無線 LAN アクセスポイント願徽の設定にあわせて「暗号化モード」で暗号化 
のち法を選択して、設定したい「暗号強度」や「暗号化キー」などを入力します。 

〈無線 LAN アクセスポイント（親機）の暗号化モードび TKIP または AES の場合> 

①[暗号化モー问で動作モードを選択する 
③任意の暗号化キーを入力する 

暗号化キーは半角で、8〜日3巧の英数記号または、日4巧の]目進数で入力します。 
《暗号化キーに使用でをる文字は次の通りです。 

【目〜目3巧の場合】 

英数記号 （0 〜9、 a 〜 Z 、 A 〜 Z 、 下記の記号） 

■※口」は、無線 LAN アクセスポイント（親 
機）によっては使用できない場合びあ 
ります。 

. ※「心（バックスラッシュ）は、パソコン 
の設定によっては「¥」と表示されます。 


! 

% 

) 

- 


? 

] 

1 


& 

水 


< 

@ 

八 

1 

# 


+ 

/ 

二 

[ 


} 

$ 

( 



> 

\ 


~ 


【64巧の場合】 

] 目進数の〜 9、 a 〜 f、A 〜 F) 


〈無線 LAN アクセスポイント（親機）の暗号化モードび WEP の場台> 

①[暗号化モード]で [WEP] を選択する 

③暗号強度を r 64 bitj 「12 加 it 」 から選択し、指定ち法を選択する 
r 64 bit 」 （慰< 「12 加け」猫）の順で強い暗号びかかります。 

③暗号化キーを入力する 

英数宇は〇〜 9、 a 〜 Z、A 〜 Z で構成されている文宇列を指定でをます。]目 
進は〇〜 9、 a 〜 f、A 〜 F で構成されている文宇列を指定でさます。 


[登録]をクリックずる 



























已 WL 300 NU - AG を設定ずる 


(^(1>)お知らせ^^^^^^^^^^^^^^^ 

♦[詳細設定]タブをク U ックすると、次の設定び行えます。 

Windows Vista および Windows 8/7の場合、設定を有効にするには[登録]をクリッ 
クして < ださい。 

-省電カモード 

ノートパソコンなどのバッテ1」一を長く持たせた 
いとをに設定します。ただし、「有効」や「最大」 
に設定するとスループットび f 氏下します。 

-ストリー三ングモード 

無線通信状態を監視するために無線 LAN 端末（モ 
機）び行っている、無線 LAN ネットワークの参照 
(スキャン）動作を制限して、スキャン動作の影響 
で発生するスト U —三ング映像の一時的な乱れな 
どをおさえます。「自動」で動画や音声の途切れな 
どび発生する場合は 「 ON 」 に設定してください。 
Windows XP /2000 Pr 日 fessional の場合は、無線機能の有効化/無効化 、 Windows 
XP のワイヤレスネットワークの有効化/無効化の設定も行ラことびでさます。 

♦無線 LAN アクセスポイント（親機）び WR 8000 / WR 9000シ U — ズの場合、 
IEEE 802.1 In 通信時に利用できる暗号化モードは、 WPA-PSK ( AES ) または WPA 2- 
PSK ( AES ) のみとな0ます。これ謝の WEP 、 WPA-PSK ( TKIP )、 WPA 2 -PSK ( TKIP ) 
は IEEE 802.1 la 、 IEEE 802.1 lb . 尼 EE 802.1 1吕通信時に利用できます。 

に012年12月現祖 





♦同じネットワーク名 ( SSID ) を設定した複数の無線 LAN アクセスポイント（親機）間を□一 
5ング接続する場合、サテライトマネージャの[ネットワークー覧]のチャネル表示び[状 
態]の表示と異なる場合びあります。[状態]表示の値を参照してください。 

♦ 2 台目!^ツ降の無線 LAN 端末（モ機）を追加する場合は、1台目と同じ暗号化キーを入力し 
て < ださい。 
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r ® サテライトマネージャの巧い方 - 

通知領域（タスクトレイ）にあるサテライトマネージャのアイコンをちク U ックすると、 
ポップアップメニューび表示されます。ポップアップメニューでは次のことびでをます。 

[プ□パティ]: 

通信モードの設定、暗号化の設定をすることびでをます。 

[状態]タブで無線 LAN アクセスポイント（親機）との接続状態を詳細に確認するこ 
とびでをます。 

無線の接続状態び「普通」または「強い」になることを確認してください。「普通」 
または「強い」と表示されないとさは、「普通」または「強い」と表示される位置ま 
でパソコンを移動して < ださい。 

[5 くらく無線スタート]: 

無線 LAN アクセスポイント（親機）とのネットワーク名 （ SSID ) や暗号化設定を 
簡単に行ラことびでをます。 （か P 27) 

腊続先切替]: 

サテライトマネージャで設定した接続先（無線 LAN アクセスポイント（親機)）を切 
り替えて使用でさます。 

[無線機能を無効化ずる/無線機能を有効化ずる] (Windows Vista および 
Windows 8/7の場合のみ）： 

[無線機能を無効化する]または[無線機能を有効化する]をク U ックすると、無線 
機能を無効または有効に切り替えることびでさます。 

Windows Vista および Windows 8/7の場合のみの項目です 。 （Windows 
XP /2000 Professional の場合は、[プ□パティ]-[詳細設定]にて設定するこ 
とびでさます。） 

[タスクバーに常駐ずる]: 

[タスクバーに常駐する]にチェックをつけるとパソコンを起動したとさにタスクバー 
にヴテライトマネージャび表示されます。 

[パージョン情漸： 

ヴテライトマネージャのバージョンや無線 LAN 端末（モ機）のドライバのバージョ 
ンを確認することびでをます。 

[終了]: 

ヴテライトマネージャを終了します。 


サテライトマネージャを起動するには - 

ヴテライトマネージャを終了させたあとに、再度ヴテライトマネージャを起動するとさ 
は、[スタート]をク U ックし、[すべてのプ□グラム ]- [Aterm WARPSTAR ユーティ 
U ティ]-[サテライトマネージャ]をク U ックします。 










已 WL 300 NU - AG を設定ずる 


VT \ Windows XP でサテライトマネージャをご利用 _ 
W になるには 

Windows XP のワイヤレスネットワークの設定でいったん設定を行っていた場合、 
Windows XP でサテライトマネージャをご利用になるには 、 Windows XP のワイヤレ 
スネットワークの設定を停止する必要びあります。 

①ヴテライトマネージャを起動する 

③通知領域（タスクトレイ）にあるヴテライトマネージャのアイコンをちク U ックし、[プ 
□パティ]をク U ックする 

③次の画面び表示されるので[はい]をク U ックする 



-へ WindowsXP のヮィャレスネ，トヮ-喊定撫知にしますか？ 

づ はいが なな巧峨……1 


上の設定を行うと 、 Windows XP でヴテライトマネージャび使用できるようになりま 
す。 P 42 からのヴテライトマネージャでの無線 LAN アクセスポイント(親機)の登録設定、 
暗号化設定を行ってください。 
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ヴテライトマネージャで無線 LAN アクセスポイント(親機) 
との通信が態を確認する 


サテライトマネージャを起動すると、無線 LAN アクセスポイント（親機）と無線 LAN 
端末（子機）の通信状態を確認することびできます。 


通知領域（タスクトレイ）の[ヴテ 
ライトマネージャ]アイコンをちク 
リックし、[プ□パティ]を選択ずる 


■□パティぶ 

らくらく巧なスタート (S) 

お民先切替 

► 

巧療巧をぞ巧巧!化する (D) 

^ タスクバーに港をする(巧 


バージヨン!^ (A) 

巧了 (X) 



否 


[サテライトマネージャ]アイコンでは、次のことび確認でさます。 

無線 LAN アクセスポイント（親機）との接続状態 

無線 LAN 端末（子機）び正し無線 LAN アクセスポイント（親 
く接続されていません。 W 機）び正しく検出でをています。 


圍5 


無線 LAN アクセスポイント 
襯徽びみつかりません。 


参無線 LAN アクセスポイント（親機）との電波状態 

青3本 prn 青2本 PI 黄2本 

W Hiivi I - l^n H rwi 

※アイコンにポインタを近付けると、下記のようなバルーンび表示されます。 
バルーン表示では、接続中のネットワーク名 （ SS の)、無線状況（電波状態)、 
U ンク速度（送信）を確認することびできます。 



ホ1本 


1限界1 


[状態]タブをクリックずる 

無線 LAN アクセスポイント（親機）と無線 
LAN 端末(モ機)の通信状態び表示されます。 
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已 WL 300 NU - AG を設定ずる 


0 接続状態を確認し、[閉じる]をクリッ 
J クずる 

無線の接続状態び「普通」または「強い」 
と表示されることを確認してください。 
「普通」または「強い」と表示されないとさは、 
「普通」または「強い」と表示される位置ま 
でパソコンを移動して < ださい。 


図巧パティ 



g タスクトレイ*は 
~ 巧语モード 
無がモード 
欄が巧 

ネットワ-クな SS の; 


フラストラクチヤ巧 
11n 任め H2) 





ヴテライトマネージャで確認できる接続状態について 


【グラフ表示】 

通信中の無線の受信信号強度やリンク速度をリアルタイムにグラフ表示しています。 



【状態】一【チャネル状況】 

近くの無線 LAN アクセスポイント（親機）び、どのチャネルで使われているかを表示 
しまず。同じ無線チャネルを使うと、他の無線通信と干渉し、スループットが低下する 
場合があります。 

現在接続中のチヤネルはホで表示されます。 
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ワイヤレスネットワークの接続 （Windows Vista および 
Windows 8/7 /XP の場合） 


Windows Vista および Windows 8/7/ XP の場合は、内蔵されている「ワイヤレスネッ 
トワークの接続」で無線設定を行うことができます。 

《あらかじめパソコンに WL 300 NU-AG のドライバびインスIルされていることをご確 
認ください。インスIルされていない場合は、ヴテライトマネージャ （*P21) または、手 
動で0 P31) ドライバをインストールしてください。 

r ワイヤレスネットワークの接続」は、無線 LAN アクセスポイント（親機）の暗号化モー 
ド設定が 「暗号化無効」または rWEP (64 bit 、128 bit )」、 rn < IP 《」、「 AES *」 の 
場合に、ご利用いただけます。 

《 TKIP、AES は、 Windows Vista または Windows 8/7/XP (Service Pack 2 または 3) 
を適用したパソコンの場合のみご利用いただけます。 

通常は、サテライトマネージャで設定してください。（サテライトマネージャで設定する 
場合 、 Windows XP では「ワイヤレスネットワークの設定」を無効に設定しまず。 （* P 47)) 

r ワイヤレスネットワークの接続」は、巧の手順で設定します。 

① 設定する 

「ワイヤレスネットワーク接続」の接続画面で無線 LAN アクセスポイント（親機） 
のネットワーク名 （SSID) を選択して接続し、無線 LAN アクセスポイント願機） 
の暗号化キーを入力してください。設定手順は下記を参照してください。 

《暗号化キーは、大文字、ル文字の区別びありますので、ご注意ください。 

- Windows 8の場合 （ tP 已 2) 

- Windows 7の場合 （[ fP 已 8) 

- Windows Vista の場合 （* P 巨 4) 

- Windows XP (Service Pack 2または 3) の場合 （* P 71) 

⑨ 無線 LAN アクセスポイント（親機）との通信状態を確認する（ホ P 7 已） 
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已 WL 300 NU-AG を設定ずる 


r ® Windows XP でサテライト7ネージャを使用して設定を巧つた場合 つ 

Windows XP の「ワイヤレスネットワークの設定」は無効に設定されます。 

Windows XP の「ワイヤレスネットワークの設定」で無線の設定を行いたい場合は、「ワ 
イヤレスネットワークの設定」を「有効」に設定し、無線 LAN 端末（子機）を接続し 
直す必要びあります。 

①ヴテライトマネージャを起動する 

③通知領域（タスクトレイ）にあるヴテライトマネージャのアイコンをちク U ックし、[プ 
□パテイ]をク U ックする 

③ 「詳細設定」タブをク U ックする 

④ 「Windows XP のワイヤレスネットワーク設定を無効にする」のチェックを外す 



チェックを外す I 


⑥「はい」をク U ックする 

⑥無線 LAN 端末（モ機）を取り外し（か P 41)、 接続し直す 
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Windows 8 の場合 


ご利用いただける暗号化モードは 、 WEP (64bit> 128bit) 、 TKIP 、 AES です。 

1 [スタート]画面で[デスクトップ]を選択ずる 


0 通知領域（タスクトレイ）に表示されているネットワークアイコンを 
し クリックずる 


接続ずる無線 LAN アクセスポイン 
卜（親機）のネットワーク名 （ SSID ) 
にカーソルを合わせ、「セキュリティ 
の種類」の表示を確認ずる 


-セキュリティび設定されている場合 
( rwEP 」、 rwpA-psKj など） 

一 <無線 LAN アクセスポイント（親機） 
に暗号化び設定されている場合> 
(• P 已 3) へ 

-「セキュリティで保護されていない」と表 
示されている場合 

一く無線 LAN アクセスポイント（親機） 
に暗号化び設定されていない場台> 
(• P 己 4) へ 

※無線 LAN アクセスポイント（親機）のエ 
場出荷時のネットワーク名 （ SSID ) は、 
無線 LAN アクセスポイント（親機）の底 
面または側面に貼ってあるラベルに記載 
されています。ただし、どちらにち記載 
びない場合は、 rWARPSTAR-xxxxxxJ 
(XXXXXX は無線 LAN アクセスポイント 
(親機）の側面に記載されている MAC ア 
ドレスの下目が）です。 



※装置図およびラベルは一例です。 




※装置図およびラベルは一例です。 


※接続する無線 LAN アクセスポイント（親機）のネットワーク名 （ SSID ) び表示 
されない場合は、 r 手動で設定する場合」（ホ P 日己）へ進みます。 
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已 WL 300 NU-AG を設定ずる 


く無線 LAN アクセスポイント（親機）に暗号化び設定されている場合> 

A 接続ずる無線 LAN アクセスポイン 
^ 卜（親機）のネットワーク名 （ SSID ) 

をクリックずる 


r [接続]をクリックずる 

U ※接続に失敗した場合は、[キャンセル]を 

ク U ックし、下記の手順で、一度接続し 
た際に保存されていたネットワーク設定 
を削除してください。 

①通知領域（タスクトレイ）に表示され 
ているネットワークアイコンをク U ッ 
クする 

③接続するネットワーク名 （ SSID ) を右 
ク U ックして[この接続を削除する] 
をク IJ ックする 

上記の手順び完了したら、手順10 P 己 2) 
から接続し直してください。 


r 無線 LAN アクセスポイント（親機） 
0 の暗号化キーを入力して、[次へ]を 

クリックずる 

《 PC の共有についての選択画面び表示さ 
れた場合は、「はい、共有をオンにしてデ 
バイスに接続します」をク U ックしてく 
ださい。 

※無線 LAN アクセスポイント（親機）で、 
暗号化モードを WEP 、 使用する暗号化 
キー番号を2〜4番にしている場合は、 
[キャンセル]をク U ックして、「手動で 
設定する場合」（か P 日己）へ進みます。 



〇 無線 LAN アクセスポイント（親機）との通信状態は、「無線 LAN アクセスポ 
イント（親機）との通信状態を確認するには」 （* P 7 已）で確認してください。 
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く無線 LAN アクセスポイント（親機）に暗号化び設定されていない場合> 

A 接続ずる無線 LAN アクセスポイン 
^ 卜（親機）のネットワーク名 （ SSID ) 

をクリックずる 


[接続]をクリックずる 


〇 無線 LAN アクセスポイント（親機）との通信状態は、「無線 LAN アクセスポ 
イント（親機）との通信が態を確認するには」 （* P 7 已）で確認してください。 



ネットワーク 

傑のモ-ド 

ォフ I 

Wi-Fi 

aterm-XXXXXX-g ろ " 

このみツトワークを通じて送信される情漸ホ 
化の人に読み取6れる可能性がちりまず 

■ 自動的に接統ずる 
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已 WL 300 NU - AG を設定ずる 


♦手動で設定ずる場台 

^ 通知領域（タスクトレイ）に表示されているネットワークアイコンを 

1 クリックし、[ネットワークと共有センターを開く]-[新しい接続ま 
たはネットワークのセットアップ]をクリックずる 
[ワイヤレスネットワークに手動で接 
続しまず]を選択し、[次へ]をクリッ 
クずる ^ 

ブ□-ド/。ドまたはタイれレみカゴを❖-わ卜\£!»««95し巧 • 

fKA 斬卜巧プ 
ifU 、 ルー タ ー5 古13 •アウごス? イ/け 






色扣ずるワイドレスネヴトワ-クの情報を入力し巧 



< な,ク f 加し ' 


表示される画面に合わせて暗号化の 
設定を行ラ 

※無線 LAN アクセスポイント（親機）と同 
じ暗号化キーを入力してください。 

(【• P 己 2) 

〈無線 LAN アクセスポイント（親機）の暗 
号化モードび TKIP または AES の場合> 

① [ネットワーク 名]で無線 LAN アクセス 
ポイント（親機)のネットワーク名 （ SSID ) 

を入力する 

③[セキュ U テイの種類]で [ WPA - パーソナル]または [ WPA 2 -パーソナル]を 
選択する 

③ [暗号化の種類]で [ TKIP ] または [ AES ] を選択する 

④ [セキュ U テイキー]に無線 LAN アクセスポイント（親機）の暗号化キーを入力する 
《暗号化キーは半角で、8〜日3巧の英数記号または、目4巧の16進数で入力します。 

なお、大文字 （ ABCDEF ) とル文き ( abcdef ) は区別されます。 

《暗号化キーに使用でをる文字は次の通りです。 

【8〜 63析の場合】英数記号 （0 〜9、 a 〜 Z 、 A 〜 Z 、 下記の記号） 

※口」は、無線 LAN アクセスポイント（親機）に 
よっては使用でさない場合びあります。 

※「心（バックスラッシュ）は、パソコンの設定に 
よっては「¥」と表示されます。 
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に4巧の場合】1目進数の〜9、 a 〜 f 、 A 〜 F ) 

⑥[この接続を自動的に開始します]のチェックを外す 

⑥ 無線 LAN アクセスポイント（親機）で ESS - I □ステルス機能 （ SSID の隠蔽）を 
設定している場合は、[ネットワークびブ□-ドキャストを行っていない場合でを 
接続する]のチェックを入れる 

⑦ [次へ]をク U ックする 


(次ページに続く） 


己己 




























〈無線 LAN アクセスポイント（親機）の暗号化モードび WEP の場台> 

①[ネットワーク名]で無線 LAN アクセスポイント（親機）のネットワーク名 ( SSID ) 
を入力する 

③[セキュ U ティの種類]で [ WEP ] を選択する 

③ [セキュ U ティキー]に無線 LAN アクセスポイント（親機）の暗号化キーを入力する 
ASCII 文字/16進数の区別は入力された文字列の長さを元に自動識別されます。 

- ASCII 文字の場合： 

英数字日文字： 

無線 LAN アクセスポイント（親機）に 64 bitWEP を設定している場合 
英数字 ] 3文字： 

無線 LAN アクセスポイント（親機）に] 28 bitWEP を設定している場合 
-16進数の場合： 

0〜 Q ./\〜 F ァ'] n でさ： 

無線 LAN アクセスポイント（親機）に 64 bitWEP を設定している場合 
Q 〜 Q . /\〜 F ァ' 26でを： 

無線 LAN アクセスポイント（親機）に] 28 bitWEP を設定している場合 

④ にの接続を自動的に開始します]のチェックを外す 

⑥無線 LAN アクセスポイント（親機）で ESS - ID ステルス機能 （ SSID の隠蔽）を 
設定している場合は、[ネットワークびブ□ー ドキャストを行っていない場合でを 
接続する]のチェックを入れる 
⑥[次へ]をク U ックする 

[接続の設定を変更しまず]をクリッ 
クずる 



一度接続した際に保存されていたネッ 
トワーク設定を削除してください。 

①通知領域（タスクトレイ）に表示さ 
れているネットワークアイコンをク 
IJ ックする 

③接続するネットワーク名 （ SSID ) を 
ちク U ックして[この接続を削除す 
る]をク IJ ックする 
上記の手順び完了したら、 P 己日の手順] 
から接続し直してください。 


















已 WL 300 NU - AG を設定ずる 


[セキュリティ]タブをクリックして 
設定内容を確認ずる 

※[ノ くスワー ドの文きを表示する]にチェック 
を入れると、パスワードび確認でさます。 
※無線 LAN アクセスポイント（親機）の暗 
号化モードび WEP の場合は、[キーイン 
デックス]で無線 LAN アクセスポイント 
(親機）に設定したキー番号を選択します。 



※画面は、暗号化モードで WEP を 
使用する場合の例です。 


[0 K ] をクリックずる 


[閉じる]をクリックずる 


通知領域（タスクトレイ）に表示さ 
れているネットワークアイコンをク 
リックして、無線 LAN アクセスポ 
イント（親機）のネットワーク名 
( SSID ) を選択し、[接続]をクリツ 
クずる 


ネットワーク 


傑のモード 


ォフ 1 


Wi-Fi 

•llll 

■ 自動的に接統する 



巧続の^ 


L ソ上で無線 LAN アクセスポイント（親機）との無線設定は完了です。 


〇 無線 LAN アクセスポイント（親機）との通信状態は、「無線 LAN アクセスポ 
イント（親機）との通信が態を確認するには」 （* P 7 已）で確認してくださし、。 
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Windows 7 の場合 


ご利用いただける暗号化モードは 、 WEP (64 bit 、128 bit )、 TKIP 、 AES です。 

^ 通知領域（タスクトレイ）に表示されているネットワークアイコンを 

1 クリックずる 

※[スタート] ( Windows の□コ’ボタン）-[コント□-ルパネル]-[ネットワー 
クとインターネット] 一 [ネットワークと共有センター]一[ネットワークに接続] 
をク U ックする方法をあります。 


接続ずる無線 LAN アクセスポイン 
卜（親機）のネットワーク名 （ SSID ) 
にカーソルを合わせ、「セキュリティ 
の種類」の表示を確認ずる 


-セキュリティび設定されている場台 
( rWEP 」、「 WPA - PSK 」 など） 

一 <無線 LAN アクセスポイント（親機） 
に暗号化び設定されている場合> 
(• P 已 9) へ 

-「セキュリティの設定び無効」と表示され 
ている場合 

一 <無線 LAN アクセスポイント（親機） 
に暗号化び設定されていない場合> 
(•P60 ) へ 



※無線 LAN アクセスポイント（親機）のエ 
場出荷時のネットワーク名 （ SSID ) は、 
無線 LAN アクセスポイント（親機）の底 
面または側面に貼ってあるラベルに記載 
されています。ただし、どちらにち記載 
びない場合は、 rWARPSTAR-xxxxxxJ 
(XXXXXX は無線 LAN アクセスポイント 
(親機）の側面に記載されている MAC ア 
ドレスの下6巧）です。 



皆 S 挪挪獅 

MAC LAN XX ： XX ： XX ： XX ： XX；XX 

アト■レス WAN XX ： XX ； XX ； XX ： XX；XX 

S°£»^Pa'wR 8300? 

■ i 

衛段-:拟叛窥媛 X 端が X) 

1 。曲 四國 


※装置図およびラベルは一例です。 



※装置図およびラベルは一例です。 



巧 


※装置図およびラベルは一例です。 


※接続する無線 LAN アクセスポイント（親機）のネットワーク名 （ SSID ) び表示 
されない場合は、[ネットワークと共有センターを開く]一 持斤しい接続またはネッ 
トワークのセットアップ]をク U ックして「手動で設定する場合」 （< fP 61) の手順 
2へ進みます。 
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已 WL 300 NU - AG を設定ずる 


く無線 LAN アクセスポイント（親機）に暗号化び設定されている場合> 


接続ずる無線 LAN アクセスポイン 
卜（親機）のネットワーク名 （ SSID ) 
をクリックずる 


[接続]をクリックずる 

※接続に失敗した場合は、[閉じる]または 
[キャンセル]をク U ックし、下記の手順 
で、一度接続した際に保存されていたネッ 
トワーク設定を削除してください。 

①[ネットワークと共有センターを開く] 
一[ワイヤレスネットワークの管理] 
をク IJ ックする 

③接続するネットワーク名 （ SSID ) を選 
択してちク U ックし、[ネットワークの 
削除]をク U ックする 

③ [はい]をク U ックする 

④ [ワイヤレスネットワークの管理]の画 
面を閉じる 

上記の手順び完了したら、手順10 P 己 8) 
から接続し直してください。 

無線 LAN アクセスポイント（親機） 
の暗号化キーを入力して、 [0 K ] を 
クリックずる 


※無線 LAN アクセスポイント（親機）で、 
暗号化モードを WEP 、 使用する暗号化 
キー番号を2〜4番にしている場合は、 
[キャンセル]をク U ックして、「手動で 
設定する場合」（か P 61) へ進みます。 



ホットワークとなち t ンターを巧く 

f 巧境されていません 

jjjl ] 擦房は巧用巧おです 

フイわレスネジトワーク接括4 * 

aterm-xxxxxx^g 
图自岩)的に巧括する 


不ジトフークとみ有たンターを閱く 





〇 無線 LAN アクセスポイント（親機）との通信状態は、「無線 LAN アクセスポ 
イント（親機）との通信が態を確認するには」 （* P 7 已）で確認してください。 








































く無線 LAN アクセスポイント（親機）に暗号化び設定されていない場合> 


接続ずる無線 LAN アクセスポイン 
卜（親機）のネットワーク名 （ SSID ) 
をクリックずる 


[接続]をクリックずる 



〇 無線 LAN アクセスポイント（親機）との通信状態は、「無線 LAN アクセスポ 
イント（親機）との通信が態を確認するには」 （* P 7 已）で確認してください。 
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已 WL 300 NU - AG を設定ずる 


♦手動で設定ずる場台 

^ 通知領域（タスクトレイ）に表示されているネットワークアイコンを 
1 クリックし、[ネットワークと共有センターを開く]-[新しい接続ま 
たはネットワークのセットアップ]をクリックずる 


※[スタート] ( Windows の□コ'ボタン）-[コント□-ルパネル]-[ネットワー 
クとインターネット] 一 [ネットワークと共有センター]一[新しい接続またはネッ 
トワークのセツトアップ]をク U ックするち法もあります。 


[ワイヤレスネットワークに手動で接 
続しまず]を選択し、[次へ]をクリッ 
クずる 



ち如する IH トレスネヴトワークの fiW を入力します I 



?:字をが责示にする(出 


江^を目 »内に 田 Jfi します 狂） 

<团^ットつークザブ□-ドキ p スト®斤つていない 《 e でち^する做 
ちを； g 巧すると.このコンピューターのプライパシーザ危 » にさちされる巧 »化が あ 0 壬す 


表示される画面に合わせて暗号化の 
設定を行ラ 

※無線 LAN アクセスポイント（親機）と同 
じ暗号化キーを入力して < ださい。 

(が 己 8) 

〈無線 LAN アクセスポイント（親機）の暗 
号化モードび TKIP または AES の場台> 

①[ネットワーク名]で無線 LAN アクセス 
ポイント（親機)のネットワーク名 （ SSID ) 

を入力する 

③[セキュ U テイの種類]で [ WPA - パーソナル]または [ WPA 2 -パーソナル]を 
選択する 

③ [暗号化の種類]で [ TKIP ] または [ AES ] を選択する 

④ [セキュ U テイキー]に無線 LAN アクセスポイント（親機）の暗号化キーを入力する 
《暗号化キーは半角で、8〜日3巧の英数記号または、目4巧の16進数で入力します。 

なお、大文字 （ ABCDEF ) とル文き ( abcdef ) は区別されます。 

《暗号化キーに使用でをる文字は次の通りです。 

【8〜日3巧の場合】英数記号 （0 〜9、 a 〜 Z 、 A 〜 Z 、 下記の記号） 

※口」は、無線 LAN アクセスポイント（親機）に 
よっては使用でさない場合びあります。 

※「心（バックスラッシュ）は、パソコンの設定に 
よっては「¥」と表示されます。 
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に4巧の場合】 ] 目進数の〜9、 a 〜 f 、 A 〜 F ) 

⑥にの接続を自動的に開始します]のチェックを外す 

⑥ 無線 LAN アクセスポイント（親機）で ESS - ID ステルス機能 （ SSID の隠蔽）を 
設定している場合は、[ネットワークびブ□-ドキャストを行っていない場合でを 
接続する]のチェックを入れる 

⑦ [次へ]をク U ックする 


(次ページに続く）巨1 






























〈無線 LAN アクセスポイント（親機）の暗号化モードび WEP の場台> 

①[ネットワーク名]で無線 LAN アクセスポイント（親機）のネットワーク名 ( SSID ) 
を入力する 

③[セキュ U ティの種類]で [ WEP ] を選択する 

③ [セキュ U ティキー]に無線 LAN アクセスポイント（親機）の暗号化キーを入力する 
ASCII 文字/16進数の区別は入力された文字列の長さを元に自動識別されます。 

- ASCII 文字の場合： 

英数字日文字： 

無線 LAN アクセスポイント（親機）に 64 bitWEP を設定している場合 
英数字 ] 3文字： 

無線 LAN アクセスポイント（親機）に] 28 bitWEP を設定している場合 
-16進数の場合： 

0〜 Q ./\〜 F ァ'] n でさ： 

無線 LAN アクセスポイント（親機）に 64 bitWEP を設定している場合 
Q 〜 Q . /\〜 F ァ' 26でを： 

無線 LAN アクセスポイント（親機）に] 28 bitWEP を設定している場合 

④ にの接続を自動的に開始します]のチェックを外す 

⑥無線 LAN アクセスポイント（親機）で ESS - ID ステルス機能 （ SSID の隠蔽）を 
設定している場合は、[ネットワークびブ□ー ドキャストを行っていない場合でを 
接続する]のチェックを入れる 
⑥[次へ]をク U ックする 

[接続の設定を変更しまず]をクリッ 
クずる 




上の画面び表示された場合は、[キャン 
セル]をク U ックし、下記の手順で、 
一度接続した際に保存されていたネッ 
トワーク設定を削除してください。 

①[ネットワークと共有センターを開 
く]-[ワイヤレスネットワークの 
管理]をク U ックする 
③接続するネットワーク名 （ SSID ) を 
クリックしてちク U ックし、[ネット 
ワークの削除]をク1」ックする 

③ 「はい]をク U ックする 

④ [ワイヤレスネットワークの管理]の 
画面を閉じる 

上記の手順び完了したら、 P 6] の手順] 

から接続し直してください。 

V_ 















已 WL 300 NU-AG を設定ずる 


[セキュリティ]タブをクリックして 
設定内容を確認ずる 

※[ノ くスワー ドの文きを表示する]にチェック 
を入れると、パスワードび確認でさます。 
※無線 LAN アクセスポイント（親機）の暗 
号化モードび WEP の場合は、[キーイン 
デックス]で無線 LAN アクセスポイント 
(親機）に設定したキー番号を選択します。 



※画面は、暗号化モードで WEP を 
使用する場合の例です。 


[0 K ] をクリックずる 


[閉じる]をクリックずる 



む上で無線 LAN アクセスポイント（親機）との無線設定は完了です。 


〇 無線 LAN アクセスポイント（親機）との通信状態は、「無線 LAN アクセスポ 
イント（親機）との通信状態を確認するには」 （* P 7 已）で確認してください。 
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Windows Vista の場合 


ご利用いただける暗号化モードは 、 WEP (64 bit 、128 bit )、 TKIP 、 AES です。 


[スタート] ( Windows の□ゴボタン）一[ネットワーク]—[ネット 
ワークと共有センター]一[ネットワークに接続]をクリックずる 

※通知領域（タスクトレイ）に表示されているネットワークアイコンをちク U ック 
して[ネットワークに接続]をク U ックするち法をあります。 

接続ずる無線 LAN アクセスポイン 
卜（親機）のネットワーク名 （ SSID ) 

をクリックし、セキュリティの設定 
についての表示を確認ずる 


-「セキュリティの設定び有効なネットワー 
ク」 と表示されている場合 
一 <無線 LAN アクセスポイント（親機） 

に暗号化び設定されている場合> 

(*P6 已）へ 

- r セキュリティの設定び有効でないネットワーク」と表示されている場合 
一 <無線 LAN アクセスポイント(親機)に暗号化び設定されていない場合 >(*P66) 
へ 

※無線 LAN アクセスポイント（親機）の工場出荷時のネットワーク名 （SSID) は、 
無線 LAN アクセスポイント願徽の底面または側面に貼ってあるラペレに記載 
されています。ただし、どちらにも記載びない場合は、 「 WARPSTAR - XXXXXX 」 
(XXXXXX は無線 LAN アクセスポイント觸徽の側面に記載されている MAC ア 
ドレスの下6巧）です。 




8 


NEC 

1 ISIE 職： PA-WXXXXXX 

运 Je 翻餐与: D**-****JP 

II圍 

AtermXXXXXX 

sm : ACI 帕 V 巧 0/S0H2) 

jsr;;:— »…"^ 

m 

MADE IN JAPAN | NEC アクセステク-力巧式会な 


※装置図およびラベルは一例です。 


※装置図およびラベルは一例です。 



※装置図およびラベルは一例です。 


※接続する無線 LAN アクセスポイント（親機）のネットワーク名 （SSID) び表示 
されない場合は、[接続またはネットワークをセットアップします]をク U ックし 
て「手動で設定する場合」（か P67) の手順2へ進みます。 
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< 無線 LAN アクセスポイント（親機）に暗号化び設定されている場合> 


[接続]をクリックずる 

※接続に失敗した場合は、[閉じる]をクリッ 
クし、下記の手順で、一度接続した際に 
保存されていたネットワーク設定を削除 
して < ださい。 

① [ネットワークと 共有センタ—]— [ワ 
イヤレスネットワークの管理]をク U ッ 
クする 

③接続するネットワーク名 （ SSID ) を選 
択してちク U ックし、[ネットワークの 
削除]をク IJ ックする 
③[〇口をク U ックする 


已 WL 300 NU - AG を設定ずる 
号化び設定されている場合> 



④[ワイヤレスネットワークの管理]の画 
面を閉じる 

上記の手順び完了したら、手順1 (* P 64) 
から接続し直してください。 


無線 LAN アクセスポイント（親機） 
の暗号化キーを入力して、[接続]を 
クリックずる 

※厂パスワードの文字を表示する」にチエッ 
クを入れると、入力文字び表示でさます。 
※無線 LAN アクセスポイント（親機）で、 
暗号化モードを WEP 、 使用する暗号化 
キー番号を2〜4番にしている場合は、 
[キャンセル]をク U ックして、「手動で 
設定する場合」（か P 67) へ進みます。 



r® - 

「アクセスポイントの構成ボタンを押してください」と表示された場合は、画面 
内の「代わりに、ネットワークキーまたはパスフレーズを入力する必要びあ0ま 
す」をク1」ックして<ださい。 



〇 無線 LAN アクセスポイント（親機）との通信が態は、「無線 LAN アクセスポ 
イント爛機）との通信状態を確認するには」 （* P 7 日）で確認してくださし、。 


巨己 




































< 無線 LAN アクセスポイント（親機）に暗号化び設定されていない場合> 

つ [接続]をクリックずる 


[接続しまず]をクリックずる 


[閉じる]をクリックずる 




，却 


V トワ^が由でを 



〇 無線 LAN アクセスポイント（親機）との通信が態は、「無線 LAN アクセスポ 
イント爛機）との通信状態を確認するには」 （* P 7 日）で確認してくださし、。 


巨巨 































已 WL 300 NU-AG を設定ずる 


♦手動で設定ずる場台 

^ [スタート] ( Windows の□ゴボタン）一[ネットワーク]—[ネット 

1 ワークと共有センター]-[接続またはネットワークのセットアップ] 
をクリックずる 

※通知領域（タスクトレイ）に表示されているネットワークアイコンをちク U ック 
して[ネットワークと共有センター]-[接続またはネットワークのセットアップ] 
をク U ックする方法をあります。 

つ[ワイヤレスネットワークに手動で接 
し 続しまず]を選択し、[次へ]をクリッ 
クずる 


0 表示される画面に合わせて暗号化の 

J 設定を行ラ 

※無線 LAN アクセスポイント（親機）と同 
じ暗号化キーを入力して < ださい。 

(‘• P 64) 

〈暗号化モードで TKIP または AES を使用 
ずる場台> 

①[ネットワーク名]で無線 LAN アクセス 
ポイント（親機)のネットワーク名 （ SSID ) 

を入力する 

③[セキュ U テイの種類]で [ WPA - パーソナル]または [ WPA 2 -パーソナル]を 
選択する 

③[暗号化の種類]で [ TKIP ] または [ AES ] を選択する 



(次ぺージに続く） 
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④[セキュ U ティキーまたはパスフレーズ]に無線 LAN アクセスポイント（親機） 
の暗号化キーを入力する 

暗号化キーは半角で、8〜目3巧の英数記号または、64巧の1目進数で入力しま 
す。 

※[パスフレーズ文字を表示する]にチェックを入れると、入力文字び表示でさま 
す。 

※暗号化キーに使用でをる文字は次の通りです。 

【8〜63析の場合】 

英数記号 （0 〜9、 a 〜 Z 、 A 〜 Z 、 下記の記号） 

※口」は、無線 LAN アクセスポイント（親 
機）によっては使用でさない場合びあ 
ります。 

※「心 （バックスラッシュ）は、パソコン 
の設定によっては「¥」と表示されます。 

【64巧の場合】 

]6進数の〜9、 a 〜 f 、 A 〜 F ) 

暗号化キーは半角で入力します。 

⑥にの接続を自動的に開始します]のチェックを外す 

⑥ 無線 LAN アクセスポイント（親機）で ESS - ID ステルス機能 （ SSID の隠蔽）を 
設定している場合は、[ネットワークびブ□-ドキャストを行っていない場合でを 
接続する]のチェックを入れる 

⑦ [次へ]をク U ックする 

〈暗号化モードで WEP を使用ずる場台> 

①[ネットワーク名]で無線 LAN アクセスポイント（親機）のネットワーク名 ( SSID ) 
を入力する 

③ [セキュ U ティの種類]で [ WEP ] を選択する 

◎[セキュリティキーまたはパスフレーズ]に無線 LAN アクセスポイント（親機） 
の暗号化キーを入力する 

ASCII 文字/1目進数の区別は入力された文字列の長さを元に自動識別されます。 

• ASCII 文字の場合： 

英数字5文字： 

無線 LAN アクセスポイント（親機）に 64 bitWEP を設定している場合 
英数字 ] 3文字： 

無線 LAN アクセスポイント（親機）に] 28 bitWEP を設定している場合 
- ] 6進数の場合： 

Q 〜 Q ./\〜 F で] 0夕き： 

無線 LAN アクセスポイント（親機）に目 4 bitWEP を設定している場合 

0 〜 Q . /\〜 F でつ5夕き： 

無線 LAN アクセスポイント（親機）に] 28 bitWEP を設定している場合 

④ [この接続を自動的に開始します]のチェックを外す 

⑥無線 LAN アクセスポイント（親機）で ESS - ID ステルス機能 （ SSID の隠蔽）を 
設定している場合は、[ネットワークびブ□ー ドキャストを行っていない場合でを 
接続する]のチェックを入れる 
⑥[次へ]をク U ックする 
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已 WL 300 NU-AG を設定ずる 


[接続の設定を変更しまず]をクリッ 
クずる 



上の画面び表示された場合は、[キャン 
セル]をクリックし、下記の手順で、 
一度接続した際に保存されていたネッ 
トワーク設定を削除してください。 

① [ネットワークと 共有センタ—]— 
[ワイヤレスネットワークの管理] 
をク IJ ックする 

③接続するネットワーク名 （ SSID ) 
を選択してちク U ックし、[ネット 
ワークの削除]をク1」ックする 

③ [〇口をク U ックする 

④ [ワイヤレスネットワークの管理] 
の画面を閉じる 

上記の手順び完了したら、 P 67 の手順1 
から接続し直してください。 


[セキュリティ]タブをクリックして 
設定内容を確認ずる 

《暗号化モードで WEP を使用する場合は、 
[キーインデックス]で無線 LAN アクセ 
スポイント（親機）に設定したキー番号 
を選択します。 




使用する場合の例です。 


(次ぺージに続く） 






























[ OK ] をクリックずる 


[接続しまず]をクリックずる 


無線 LAN アクセスポイント（親機) 
のネットワーク名 ( SSID ) を選択し、 
[接続]をクリックずる 


[閉じる]をクリックずる 



む上で、無線 LAN アクセスポイント（親機）との無線設定は完了です。 


〇 無線 LAN アクセスポイント（親機）との通信が態は、「無線 LAN アクセスポ 
イント爛機）との通信が態を確認するには」 （* P 7 日）で確認してください。 
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已 WL 300 NU - AG を設定ずる 


Windows XP (Service Pack 2 または 3 ) の場合 


ご利用いただける暗号化モードは 、 WEP (64 bit 、128 bit )、 TKIP 、 AES です。 
ここでは 、 Windows XP (Service Pack 3) の画面を例に説明しています。 


パソコンの画面ち下の通知領域に表 
示されているワイヤレスネットワー 
ク接続アイコンをちクリックし、巧 IJ 
用でをるワイヤレスネットワークの 
表示]をクリックずる 
接続ずる無線 LAN アクセスポイン 
卜（親機）のネットワーク名 （ SSID ) 
をクリックし、セキュリティの設定 
についての表示を確認ずる 


-「セキュリティの設定び有効なワイヤレス 
ネットワーク」と表示されている場合 



一<無線 LAN アクセスポイント（親機）に暗号化び設定されている場合> 
(• P 72) へ 

r セキュリティで保護されてしげよいワイヤレスネットワーク」と表示されている場合 
一<無線 LAN アクセスポイント（親機）に暗号化び設定されていない場合> 
(* P 72) へ 


※無線 LAN アクセスポイント（親機）のエ 
場出荷時のネットワーク名 （ SSID ) は、 
無線 LAN アクセスポイント（親機）の底 
面または側面に貼ってあるラベルに記載 
されています。ただし、どちらにち記載 
びない場合は、 rWARPSTAR-xxxxxxJ 
(XXXXXX は無線 LAN アクセスポイント 
(親機）の側面に記載されている MAC ア 
ドレスの下6巧）です。 




MAC LAN XX ： XX ： XX ： XX ： XX；XX 
7 卜 •レス WAN XX : XX : XX ： XX ： XX;XX 

留品名： AtermWR 830 ON 

S 品！;!ま. PA-WR 830 ON 
= 12V ： X.XA 

i ’ ( 

节私:)^解獵が) 

た■凹 國 

NEC 巧セステにでお洽巧 


※装置図およびラベルは一例です。 



※装置図およびラベルは一例です。 


《装置図およびラベルは一例です。 



※接続する無線 LAN アクセスポイント（親機）のネットワーク名 （ SSID ) び表示 
されない場合は、[詳細設定の変更]をク U ックして、 r 手動で設定する場合」 (* P 73) 
の手順3へ進みます。 

それでを接続でをない場合には、無線 LAN アクセスポイント（親機）で ESS-ID 
ステルス機能 （ SSID の隠蔽）を設定している場合びあります。 ESS - ID ステルス 
機能 （ SSID の隠蔽）を解除するか、無線 LAN 端末（モ機）側の設定をヴテライ 
トマネージャで行ってください。 
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< 無線 LAN アクセスポイント（親機）に暗号化び設定されている場合> 

つ [接続]をクリックずる 


A 無線 LAN アクセスポイント（親機） 

4 の暗号化キーを入力して[接続]を 
クリックずる 

※無線 LAN アクセスポイント（親機）で、 

暗号化モードを WEP 、 使用する暗号化 
キー番号を2〜4番にしている場合は、 

[キャンセル]をク U ックして、「手動で 
設定する場合」（か P 73) へ進みます。 

r パソコンち下の通知領域（タスクト 
J レイ）で正しく接続されたことを確 
認ずる 

〇 無線 LAN アクセスポイント（親機）との通信が態は、「無線 LAN アクセスポ 
イント爛機）との通信が態を確認するには」 （* P 7 日）で確認してください。 




) が独でもホ：のづ丰 



< 巧情を）0 キ树たル I 




<無線 LAN アクセスポイント（親機）に暗号化び設定されていない場合> 


[接続]をクリックずる 


次の画面が表示された場合は、腊続] 
をクリックずる 



パソコンち下の通知領域（タスクト 
レイ）で正しく接続されたことを確 
認ずる 




〇 無線 LAN アクセスポイント（親機）との通信が態は、「無線 LAN アクセスポ 
イント爛機）との通信状態を確認するには」 （* P 7 日）で確認してくださし、。 
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已 WL 300 NU - AG を設定ずる 


♦手動で設定する場台 


パソコンの画面ち下の通知領域に表示されているワイヤレスネット 
ワーク接続アイコンをちクリックし、[利用できるワイヤレスネット 
ワークの表示]をクリックずる 


[詳細設定の変更]をクリックずる 


[ワイヤレスネットワーク]タブをク 
リックし、接続ずる無線 LAN アク 
セスポイント（親機）のネットワー 
ク名 （ SSID ) をクリックして、[プ 
□パテイ]をクリックずる 
※ネットワーク名 （ SSID ) び表示されてい 
ない場合は、[追加]をク U ックする 


表示される画面に合わせて暗号化の 
設定を巧ラ 

※無線 LAN アクセスポイント（親機）と同 
じ暗号化キーを入力して < ださい。 

OP 7 1 ) 

〈無線 LAN アクセスポイント（親機）の暗 
号化モードび TKIP または AES の場合> 

①[ネットワーク認証]で [ WPA - PSK ] ま 
たは [ WPA 2- PSK ] を選択する 
③[データの暗号化]で [ TKIP ] または [ AES ] 
を選択する 

③[ネットワークキ ー] を入力し、同じわの 
を[ネットワークキーの確認入力]に再乂 
力する 

暗号化キーは半角で、8〜目3巧の英数記 
号または、目4巧の16進数で入力します。 



※画面は、暗号化モードで WEP を 
使用するの場合の例です。 


(次ぺージに続く） 



















































※暗号化キーに使用でさる文字は次の通りです。（半角で入力します。） 

【8〜目3巧の場合】 

英数記号 （0 〜9、 a 〜 Z 、 A 〜 Z 、 下記の記号） 

※阿は、無線 LAN アクセスポイント（親 
機）によっては使用でさない場合びあ 
ります。 

※「心（バックスラッシュ）は、パソコン 
の設定によっては「¥」と表示されます。 

【目4巧の場合】 

]6進数 （0 〜9、 a 〜 f 、 A 〜 F ) 

④無線 LAN アクセスポイント（親機）で ESS - ID ステルス機能 （ SSID の隠蔽）を 
設定している場合は、[このネットワークびブ□ー ドキャストしていない場合でを 
接続する]のチェックを入れる 

《Windows XP (Service Pack 2) でこのチェックボックスびない場合は、無 
線 LAN アクセスポイント（親機）で ESS - ID ステルス機能 （ SSID の隠蔽）を 
辆除してください。 

⑥ [ OK ] をク U ックする 
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〈無線 LAN アクセスポイント（親機）の暗号化モードび WEP の場台> 

①[ネットワーク認証]で[オープンシステム]を選択する 
③[データの暗号化]で [ WEP ] を選択する 

③ [キーは自動的に提供される]のチェックを外す 

④ [ネットワークキー]を入力し、同じをのを[ネットワークキーの確認入力]に再 
入力する 

ASCII 文字/16進数の区別は入力された文字列の長さを元に自動識別されます。 

- ASCII 文宇の場合： 

英数字5文字： 

無線 LAN アクセスポイント（親機）に 64 bitWEP を設定している場合 
英数字 ] 3文字： 

無線 LAN アクセスポイント（親機）に] 28 bitWEP を設定している場合 
- ] 目進数の場合： 

0〜 q . 八〜 F ァ']〇スき： 

無線 LAN アクセスポイント（親機）に 64 bitWEP を設定している場合 

0 〜 q . 八〜 F ァ' つ6スき： 

無線 LAN アクセスポイント（親機）に] 28 bitWEP を設定している場合 
⑥無線 LAN アクセスポイント（親機）の暗号化キー番号の設定に合わせてキーのイ 
ンデックス番号を選択する 

⑥ 無線 LAN アクセスポイント（親機）で ESS - ID ステルス機能 （ SSID の隠蔽）を 
設定している場合は、[このネットワークびブ□ー ドキャストしていない場合でを 
接続する]のチェックを入れる 

《Windows XP (Service Pack 2) でこのチェックボックスびない場合は、無 
線 LAN アクセスポイント（親機）で ESS - ID ステルス機能 （ SSID の隠蔽）を 
解除してください。 

⑦ [0 口をク U ックする 


[ OK ] をクリックずる 


無線 LAN アクセスポイント（親機）との通信状態は、「無線 LAN アクセスポ 
イント爛機）との通信が態を確認するには」 （* P 7 日）で確認してください。 
















已 WL 300 NU - AG を設定ずる 


無線 LAN アクセスポイント（親機）との通信状態を確認 
ずるには 


巧の手順で通信が態を確認できます。 


通知領域（タスクトレイ）に表示されているネットワークアイコンを 
クリックし、[ネットワークと共有センターを開く]をクリックずる 

《 Windows 8の場合は、通知領域（タスクトレイ）に表示されているネットワー 
クアイコンをちク U ック して [ネットワークと共有センターを開く]をクリック 
します。 

《 Windows Vista の場合は、[スタート] (Windows の□コ'ボタン）一[ネットワー 
ク]- [ネットワークと共有センターを開く]をク U ックします。 

《 Wind 日 wsXP の場合は、通知領域（タスクトレイ）に表示されているワイヤレス 
ネットワーク接続アイコンをちク U ックします。 


[ワイヤレスネットワーク接続]をク 
リックずる 

《 Windows 8の場合は、 [ Wi - Fi ] をク U ッ 
クします。 

《 Windows Vista の場合は、[状態の表示] 
をク IJ ックします。 

《 Windows XP の場合は、[状態]をク U ッ 
クし、[全般]タブをク U ックします。 


無線設定び正しく行われていること 
を確認ずる 

-[状態]び「有効」になっていること 
(Windows XP の場合は、[接続]になっ 
ていること） 

-[速度]び表示されていること 
(表示される速度は、接続する無線動作 
モードによって異なります。） 



《画面は Windows 7の場合の例です。 



《画面は Windows 7の場合の例です。 


[閉じる]をクリックずる 
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I 


トラブ) u シューテインク 


トラブルび起きたときや疑問点びあるときは、まずこちらをご覧ください。 

※無線 LAN アクセスポイント（親機）の設定、確認ち法については、無線 LAN アクセスポ 
イント觸機）の取扱説明書などを参照してください。ここでは、主に WR87 己 ON の場 
合を例に説明しています。 

参無線 LAN 端末（子機）の接続に関するトラブル 


症：!犬 

原因と対策 

ネットワーク名 （SS の） 

を忘れてしまった 

参無線 LAN アクセスポイント（親機）の工場出荷時のネットワー 
ク名 （SSID) は、無線 LAN アクセスポイント（親機）の底面ま 
たは側面に貼ってあるラベルに記載されています。ただし、どち 
らにも記載びない場合は、 rWARPSTAR-xxxxxxJ (xxxxxx は無 
線 LAN アクセスポイント（親機）の側面に記載されている MAC 
アドレスの下6巧）です。 

♦サテライトマネージャでち確認ずることびできます。サテライト 
マネージャのアイコンをちク U ックし、「プ□パティ」の「ネット 
ワークー覧」で、「スキャン」をク U ックして無線 LAN アクセス 
ポイント襯撒を検索してください。ネットワーク名 （SSID) 

で無線 LAN アクセスポイント（親機）を識別でさます。 

•無線 LAN アクセスポイント襯微の ETHERNET ポートに接 
続したノてソコンから、クイック設定 Web で確認ずることびでさ 
まず。 （WR87 已 ON の場合：[無線 LAN 設定]-[無線 LAN 詳 
細設定]内の r 無線 LAN アクセスポイント（親機）設定」） 

暗号化のキーを忘れて 
しまった 

♦無線 LAN アクセスポイント翩徽の ETHERNET ポートに接 
続したノ f ソコンから、クイック設定 Web で確認することびでき 
まず。 （WR87 已 ON の場合：[無線 LAN 設定]-[無線 LAN 詳 
細設定]内の「暗号化」） 

無線 LAN アクセスポイ 
ント（親機）に接続でさ 
ない 

♦無線 LAN アクセスポイント（親機）の電源び入っているか、確 
認してください。 

♦パソコンの USB ポートに WL300NU-AG びしっかり奥まで挿 
入されているか、確認してください。 

参無線 LAN アクセスポイント（親機）との距離び離れすざていな 
いか、確認してください。 

参ネットワーク名 （SSD) びあっているか、確認して<ださい。 

無線 LAN アクセスポイント（親機）の設定値は、クイック設定 
Web で確認することびできます。 （WR87 已 ON の場合：[無線 
LAN 設定]一[無線 LAN 詳細設定]内の「無線 LAN アクセス 
ポイント（親機）設定」） 

《無線 LAN アクセスポイント（親機）の工場出荷時のネットワー 
ク名 (SSID ) は、無線 LAN アクセスポイント（親機）の底面 
または側面に貼ってあるラベルに記載されていまず。 

ただし、どちらにも記載びない場合は、 rWARPSTAR-xxxxxxJ 
(xxxxxx は無線 LAN アクセスポイント襯徽の側面に記載 
されている MAC アドレスの下6巧）でず。 
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6 トラブルシューテイング 


症：!犬 

原因と対策 

無線 LAN アクセスポイ 
ント（親機）に接続でを 
ない 
(つづさ） 

参暗号化を有効にしている場合は、無線 LAN アクセスポイント（親 
機）と暗号化設定（暗号化方式、暗号強度、暗号化キー）びあっ 
ていることを確認してください。暗号化キーは大文字、ル文字の 
区別びありまずので、を意して入力して<ださい。また、パソコ 
ンやお線 LAN 端末（子機）によっては暗号強度、暗号化キーの 
呼びちび異なる場合びありまずのでごを意<ださい。 

※（例）暗号強度 

- VVEP 巨 4 bit 一 40 bit 
- WEP 1 吕郎け一104 bit 
※（例）暗号化キー 

- Windows Vista および Windows 8/7のワイヤレスネッ 
トワークでは「セキュリティキー」または r 八’スフレーズ」 

- Windows XP のワイヤレスネットワークでは「ネットワー 
クキー」 

•通信モードびあっているか、確認してください。 

無線 LAN アクセスポイント（親機）との通信は「インフラスト 
ラクチャ通信」で使用します。 

※サテライトマネージャのアイコンをちク U ックし、「プ□パ 
ティ」を選択して、「ネットワークー覧」で「ネットワーク名 
( SSID ) J をク U ックし、「設定」をク U ックして確認しまず。 
♦コードレス電話機や電子レンジなどの電波を放射ずる装置との距 
離び近ずざると通信速度び低下したり、データ通信びされる場合 
びありまず。お互いを数 m 似上離してお使いください。 
♦サテライトマネージャの「接続先の選択」でチェックの入ってい 
る接続先を選びなおしてみてください。 

参近<に隣接する無線チャネルを使っている場合は、無線チャネル 
を確認して、別のチャネルに変更してください。 

無線 LAN アクセスポイ 
ント（親機）と無線 
LAN 端末（テ機）の電 
波状態び悪い 

♦電波の届<範囲まで無線 LAN 端末（子機）を移動したり、無線 
LAN アクセスポイント（親機）と無線 LAN 端末（子機）の向き 
を変えたりして電波状態を確認してください。 

無線状態び良好なのに、 
通信でさない 

参固定 IP アドレスでお使いの場合は、無線 LAN アクセスポイント 
襯機）と無線 LAN 端末（子撒に接続しているパソコンのネッ 
トワーク体系を一致させてください。 

例：無線 LAN アクセスポイント（親機）び1日 2. 1 68.0.1 のと 
さ、無線 LAN 端末（テ機）に接続しているパソコンは 
192.1巨 8.0 .X 

無線状態び良好なのに、 
速度びでない 

♦近<に隣接する無線チャネルを使っている場合は、無線チャネル 
を確認して、別のチャネルに変更してください。 

♦無線 LAN アクセスポイント（親機）と無線 LAN 端末（子機）び 
近すざる場合は、無線 LAN アクセスポイント（親機）と無線 
LAN 端末（テ機）を Im 似上離してください。 

AV サーバなどのスト 

U — S ングをしている 
と画像び乱れたり音び 
飛ぶ 

参サテライトマネージャの設定で r スト U - S ングモード」び「自動」 
のとさに、画像の乱れや音声の途切れなどび発生する場合は、 
「 ON 」 に設定してください。 

• AV サーバのレートを低品質に下げてご利用<ださい。 

♦ 無線状態び悪い場合は、電波状態び良好となるところに移動させ 
て < ださい。 
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参ヴテライトマネージャに関するトラブル 


症状 

原因と巧策 

Windows XP の場合、イ 
ンス1ル時に「このパ 
ソコンには無線制御用の 
ソフトび既にインス1 
ルされているため…」と 
いラ画面び表示される 

♦サテライトマネージャのインス1ルを中止し、手動でドライ 
バをインス! -- ルしてください。 OP31) 

無線 LAN アクセスポイント（親機）との接続は「らくらく無線 
スタート EX」 による設定び可能でず (Windows XP (Service 
Pack 2または 3) の場合)。設定方法は、無線 LAN アクセス 
ポイント（親機）の取扱説明書 （r つなぎかたガイド」または「機 
能詳細ガイド」）を参照して<ださい。 

らくらく無線スタートび 
成かしない 

参無線 LAN アクセスポイント（親機）の暗号化び解除されている 
^無線 LAN アクセスポイント（親機）の暗号化設定を行って 
<ださい。 

参無線 LAN アクセスポイント（親機）の MAC アドレスフィルタ 

U ングの設定びいっぱいになっている 

一無線 LAN アクセスポイント（親機）の MAC アドレスフィ 
ルタ U ングの設定びいっぱいになっている場合はらくらく無 
線スタートの設定びできません。設定を確認してください。 

参パソコンでファイアウォール、ウィルスチェックなどび動作し 
ている 

一設定の前にファイアウォール、ウィルスチェックなどのソフ 
卜はいったん停止してください。設定び完了したらわラー度 
必要な設定を行ってください。 

参パソコンに設定された固定 IP アドレスび無線 LAN アクセスポ 
イント（親機）のネットワーク体系とあっていない 
^パソコンの設定で rip アドレスを自動的に取得ずる」もしく 
は 「DHCP サーバを参照」になっていることを確認してくだ 
さい。 

参古いバージヨンのドライバやユーティ U ティびインス1ルさ 
れている 

一古いバージヨンのドライバやユーティ U ティをアンインス 

1ルしてから、添付の CD-ROM を使用して、ドライバや 
ユーティ U ティをインス1ルしてください。 

参無線 LAN アクセスポイント（親機）のらくらくスタートボタン 
を長<押しずぎている 

^らくらくスタートボタンは、 POWER ランプび緑点滅状態に 
なったらいったん離しまず。手順にしたびってちラー度らく 
らく無線スタートを行ってください。（― P27) 

参 WL 300 NU-AG の他にネットワークデバイス （ETHERNET 
ボードなど）び動作している 

一 ETHERNET インタフェースを搭載したパソコンの場合、他 
の無線 LAN 力ードや LAN 力ードおよび LAN ボード機能を 
停止させてから、サテライトマネージャのら<ら<無線スター 
卜で設定を行ってください。 

♦無線 LAN アクセスポイント（親機）と無線 LAN 端末（テ機） 

で使用可能な暗号化方式や暗号強度び一致していない 
一無線 LAN アクセスポイント（親機）に無線 LAN 端末（テ機） 

で使用可能な暗号化ち式や暗号強度を設定してください。 
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6 トラブルシューテイング 


症状 

原因と巧策 

Windows Vista および 
Windows 8/7/ XP / 

吕000 Professional で、 
サテライトマネージャび 
インス1-ールでさない 

• Administrator 権限のあるユーヴーで□グオンしていない。 

一 「 Administrator 」 権限のあるユーヴーで□グオンしてくださ 
し、。 「 Administrator 」 権限のないユーザーではインストール 
び行えません。 

サテライトマネージャは 
使える状態（青表示）に 
なるび無線 LAN アクセス 
ポイント（親機）に接続 
でさない 

♦暗号化を有効にしている場合は、無線 LAN アクセスポイント(親 
機）と暗号化設定（暗号化方式、暗号強度、暗号化キー）びあっ 
ていることを確認してください。 

暗号化キーは大文字、ル文字の区別びありまずので、を意して 
入力して < ださい。 

参 Windows XP をご利用の場合は 、 [Windows XP のワイヤレ 
スネットワーク設定を無効にずる]設定になっていることを確 
認してください。 

「ネットワークの参照」で 
無線 LAN アクセスポイン 
卜（親機）び見つからな 
い 

•電波状態により、「ネットワークの参照」で無線 LAN アクセス 
ポイント（親機）の電波を検出できない場合びありまず。 
このような場合は、「新規登録」で直接ネットワーク名 （ SS の） 

を入力して検索し直してください。 

♦無線 LAN アクセスポイント（親機）側のクイック設定 Web の 
[無線 LAN 設定]一[無線 LAN 詳細設定]の「無線 LAN 端末 
(子微の接続制限」で 「 ESS - ID ステルス機能 （ SSID の隠蔽)」 

を「使用ずる」に設定している場合は、「ネットワークの参照」 

に応答しません。 

「新規登録」で直接ネットワーク名 （ SSID ) を入力するか、 
ETHERNET 接続のパソコンから「無線 LAN 端末（子徽の接 
続制限」で 「 ESS - ID ステルス機能」を「使用する」のチェッ 
クを外して「ネットワークの参照」で検索してください。 

参無線 LAN 端末（子機）のドライバび正常に組み込まれていない 
ことび考えられます。ドライバをいったんアンインス1-ールし 
たあと、再度インストールしてみてください。 

♦ ETHERNET インタフェースを搭載したパソコンの場合 、 LAN 
カードおよび LAN ボードの機能を停止させないと、無線 LAN 
端末（テ機）のドライバび正しくインス!-ールされない場合び 
ありまず。 LAN カードおよび LAN ボードの機能を停止させて 
から、設定を行ってください。 

[サテライトマネージャ] 
アイコンび使える状態（青 
表示）にならない 
通信状態び「範囲外」と 
なる 

♦無線 LAN アクセスポイント（親機）との接続びでさていません。 
「無線 LAN アクセスポイント（親機）に接続できない」 OP 76) 

を確認してください。 

サテライトマネージャび 
使用でさない 

♦ WL 300 NU - AG のドライバび正しくインス1ルされていない 
場合びありまず。 

P 2 巨を参照していったんドライバとユーティ U ティ (Windows 
XP /2000 Professional の場合はドライバ）を削除してから、 
もう一度ドライバとユーティ U ティ (Windows XP / 2000 
Professional の場合はドライバ）をインストールしてください。 
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製品仕様 


■ 


WL300NU-AG 仕様 


■ 仕様一覧 


項 

§ 

諸元および機能 1 備考 

端末インタフェ- 

-ス 

USB ( USB 2.0 * 1) 

無線 LAN 
インタフェース 

IEEE 802.1 In 

周波数帯域/ 
チャネル 

2'4 GHz 帯 

に, 400-2,484 MHz ) / I 〜1 3 ch 




[ W 已 2] 已 .2 GHz 帯 
(5,150-5,250 MHz ) : 

3巨/ 40/44/48 ch 
※屋内限定 




[ VV 已 3] 已 .3 GHz 帯 
(已 .2 已 0- 已 .3 己 OMHz ) : 

已2/已巨/巨日/ 64 ch 
※屋内限定 




[ VV 已巨]已.巨 GHz 帯 
(已,47日-己,72已 MHz ) : 
100/104/108/1 12/1 16/120/ 
124/128/132/136/140 ch 



伝送方式 

OFDM (直交周波数分割を重）方式/ 
搬送波数 [ HT 20] 已日、 [ HT 4 功114 
MIMO (空間多重）方式 



伝送速度 * 2 

送信： [ HT 吕 0] 130/1 17/1 04/78/ 

已2/3日/26/ 13 Mbps 
[ HT 4 日] 300/270/243/216/ 
162/108/81/54/ 
27 Mbps 

受信： [ HT 吕 0] 130/1 17/1 04/78/ 
52/39/26/1 3 Mbps 
[ HT 40] 300/吕70/243/21巨/ 
162/108/81/54/ 
27 Mbps 

(自動フォールバック） 


IEEE 802.1 la 

周波数帯域/ 
チャネル 

[ VV 已 2] 已 .2 GHz 帯 
(已,1已 0- 已,2已 OMHz ) : 

3巨/40/44/4呂 ch 
※屋内限定 




[ VV 已 3] 已 .3 GHz 帯 
(已 .2 已 0- 已 .3 已 OMHz ) : 

已2/已巨/60/巨4か 
※屋内限定 




[ VV 已 6] 已 .6 GHz 帯 
(己470-己72已 MHz ) : 

100/104/108/1 12/1 16/120/ 
124/128/132/136/140 ch 



伝送方式 

OFDM (直交周波数分割を重）方式/ 
搬送波数已2 



伝送速度 * 2 

已4/48/36/24/18/12/日/日 Mbps 
(自動フォールバック） 




















7 製品仕様 


項目 

諸元および機能 1 備考 

無線 LAN 
インタフェース 

IEEE 802.1 lb 

周波数帯域/ 
チャネル 

2'4 GHz 帯 （2,400 〜2.484 MHz ) / 

1〜 13 ch 

伝送ち式 

DS-SS (スぺクトラム直接お散）方式 

伝送速度 * 2 

11/已 .5/2/1 Mbps 
(自動フォールバック） 

IEEE 802'1 1邑 

周波数帯域/ 
チャネル 

2'4 GHz 帯 （2,400 〜2.484 MHz ) / 

1〜 13 ch 

伝送ち式 

OFDM (直交周波数分割を重）方式/ 
搬送波数已2 

伝送速度 * 2 

已4/48/3巨/24/18/1 2/9/6 Mbps 
(自動フォールバック） 

セキュリティ 
* 3 

SSID、WEP (128/ 巨 4 bit )、 WPA-PSK ( TKIP 、 AES )、 
WPA 2 -PSK ( TKIP 、 AES ) 

《 IEEE 802'1 In では WPA-PSK ( AES )、 

WPA 2 -PSK ( AES ) のみ対応になります 

通信モード* 4 

インフラストラクチャ通イ言 

その他機能 

ユーティリティ（サテライトマネージャ）対応 

ヒューマン 

インタフェース 

状態表示ランプ 

状態表示 LED X 1 ( ACT )、 LED 色：緑色 

利用可能 0 S 

.Windows 8日本語版かつ32ビット ( x 86) 版また 
は日4ビット （ X 64) 版 

※ただし 、 Windows RT には対応しておりません。 

• Windows 7日本語版かつ32ビット ( x 86) 版また 
は巨4ビット（ X 目 4) 版 

• Windows Vista (Service Pack 1 および 2 含む） 
日本語版かつ32ビット （ X 86) 版 

.Windows XP (Service Pack 1〜 3) 日本語版 

• Windows 2000 Professional (Service Pack 1 — 
4) 日本語版 

認証 

端末機器認証、特定無線設備の認証 

電源 

DC +已 V X 已〇 0 mA パソコンから 

給電 

消費電力 

2. 已 W (最大） 

外形寸法 

約28 ( W ) X 87 ( D ) X 12 ( H ) mm キャップを除く 

質量（本体のみ） 

約0.02 kg 

動作環境 

温度〇〜40で、湿度10〜90% 結露しないこと 

VCCI 

VCCI クラス B 


* 1: USB 1.1 の環境では十分なデータ転送速度び得られないため、 USB 2.0 でのご使用をお勧 
めします。 WL 300 NU - AG の USB 八ブとの接続はイ呆証の限りではありません。 

*2: 規格による理論値上の速度であり、ご利用の環境や接続機器などにより実際のデータ速度は 
異なりまず。 

* 3 : Windows Vista および Windows 8/7/ XP のワイヤレスネットワークの接続を利用する 
場合は、利用でさる暗号化モードにを意してください。 

〈 TKIP、AES の場合〉 

Windows Vista または Windows 8/7 /XP (Service Pack 2 または 3) を適用した 
パソコンの場合のみご利用いただけまず。 

*4: WL 300 NU - AG では、アドホック通信をご利用になれません。 
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♦ 電波障害自主規制について 

この装置は、クラス B 情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使 

用することを目的としていますび、この装置びラジオやテレビジョン受信 

機に近接して使用されると、受信障害を引さ起こすことびあります。取 

扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。 

VCCI-B 

♦ 輸出する際のを意事項 

本製品（ソフトウェアを含む）は日本国内仕様であり外国の規格などに 

は準拠しておりません。本製品を曰本国外で使用された場合、当社はいっ 

さい責任を負いません。また、当社は本製品に関し海外での保守ヴービ 

スおよび技術サポートなどは行っておりません。 

参ごを意 

(1) 本書の内容の一部または全部を無断転載-無断複写することは禁 
止されています。 

(2) 本書の内容については、将来予告なしに変更することびあります。 

(3) 本書の内容については万全を期して作成いたしましたび、万一ご不 
審な点や誤り-記載をれなどお気づさの点びありましたらご連絡< 
ださい。 

(4) 本製品の故障 • 誤動作 • 天災 • 不具合あるいは停電などの外部要因 
によって通信などの機会を逸したために生じた損喜などの純俾経 
済損失につさましては、当社はいっさいその責任を負いかねますの 
であらかじめご了承ください。 

(已）セキュ U ティ対策をほどこさず、あるいは、無線 LAN の仕様上や 
むをえない事情によりセキュ U ティの問題び発生してしまった場合、 
当社は、これによって生じた損害に対する責任はいっさい負いかね 
ますのであらかじめご了承ください。 

(6) せっかくの機能を不適切な扱いや不測の事態(例えば落雷や漏電な 
ど）により故障してしまっては能力を発揮でさません。取扱説明書 
をよくお読みになり、記載されている注意事項を必ずお守りくださ 
い。 

♦ 廃棄方まについて 

本商品を廃棄するとさは地方自ミ台体の条例に従って処理してください。 

詳しくは各地方自治体にお問い合わせ願います。 



- i ぉ願ぃ ) - 

参お問い合わせやアフターサービスについては、別紙をご参照ください。 
♦パソコンの設置や操作ち法などについてのお問い合わせは、各パソ 
コンのサポートセンターなどへお願いいたします。 

参 ADSL など回線接続の条件などについてのお問い合わせは、さ通 
信事業者またはプ□バイダへお願いいたします。 


この取扱説明書は、ち紙配合の再生紙を使用しています。 


NEC アクセステクニカ株式会社 

Aterm WL 300 NU - AG 取扱説明書第2版 


AM 1-001274-002 
2012年12月 










